
令和３年度 

第２回喜多方市地域公共交通会議  
 

                       日時：令和３年11月18日（木）     

                             午後１時30分～         

会場：喜多方市塩川郷土民舞伝習施設  

ふるさと会館 

 

次 第 

１ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 報 告 

(1) 現行計画（地域公共交通網形成計画、再編実施計画）の検証について（資料１） 

(2) 地域公共交通計画策定調査事業に係る各種調査結果について（資料２） 

 

４ 議 題 

公共交通を取り巻く課題と今後の対応方針（案）について（資料３） 

 

５ そ の 他 

今後のスケジュールについて（資料４） 

 

６ 閉 会 



区　分 団体・機関等 所属団体役職 委員氏名 交通会議
の役職

市長 喜多方市 市長 遠 藤 忠 一 会 長

会津乗合自動車株式会社 バス事業本部長 津 田 弘 幸

磐梯東都バス株式会社 猪苗代磐梯営業所長 林 浩 一 郎

会津乗合自動車株式会社 喜多方営業所長 山 内 富 士 夫

喜多方交通株式会社 専務取締役 五 十 嵐 武

八七一タクシー有限会社 代表取締役 澤 井 淳

会津通商株式会社 代表取締役会長 今 井 誠

塩川タクシー株式会社 常務取締役 渡 部 幸 博

有限会社山都タクシー 取締役支配人 鈴 木 敏 生

公益社団法人福島県バス協会 専務理事 宍 戸 紳 一 郎

一般社団法人福島県タクシー協会
会津支部

事務局長 星 隆

会津乗合自動車労働組合 書記長 山 田 保 道

全国交通運輸労働組合総連合
福島県支部

執行委員長 遠 藤 章

喜多方市行政区長会連合会
（喜多方地区代表）

副会長（高吉二区行政区長） 添 田 孝 夫

喜多方市行政区長会連合会
（熱塩加納地区代表）

理事（熱塩行政区長） 安 田 茂

喜多方市行政区長会連合会
（塩川地区代表）

（大木行政区長） 山 内 浩

喜多方市行政区長会連合会
（山都地区代表）

副会長（上林行政区長） 齋 藤 憲 一

喜多方市行政区長会連合会
（高郷地区代表）

副会長（小土山行政区長） 橋 谷 田 弘 由 副 会 長

喜多方市老人クラブ連合会 副会長 大 竹 ト モ 子

喜多方市ＰＴＡ連絡協議会 会長 小 林 茂 行

地方運輸局長
国土交通省東北運輸局
福島運輸支局

首席運輸企画専門官 越 戸 直

福島県会津地方振興局 副部長兼県民生活課長 佐 藤 秀 樹

福島県喜多方建設事務所 企画調査課長 櫻 澤 一 朝

福島県喜多方警察署 交通課長 渡 辺 貴 智

会津喜多方商工会議所 副会頭 五 十 嵐 敦 監 事

きたかた商工会 副会長 渡 部 和 昭

喜多方市企画政策部 企画政策部長 齋 藤 進 監 事

喜多方市建設部 都市整備課長 安 藤 義 弘

喜多方市保健福祉部 高齢福祉課長 大 島 鉄 三

喜多方市教育委員会教育部 学校教育課長 穴 澤 正 志

一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車
の運転者が組織する団体

喜多方市地域公共交通会議委員等名簿
R3.11.18（敬称略）

一般乗合旅客自動車運送事業者

その他の一般旅客自動車運送事業者

一般旅客自動車運送事業者の組織する団体

住民又は旅客

会長が必要と認める者



＜オブザーバー＞

区 分 団 体 ・ 機 関 等 所属団体役職 氏 名

会津若松市地域づくり課 主幹 宮 崎 正 人

会津坂下町政策財務課 副主査 鈴 木 達 也

熱塩加納総合支所住民課 課長補佐 五 十 嵐 祐 子

塩川総合支所住民課 副主任主査 小 澤 純 一

山都総合支所住民課 課長補佐 折 笠 雄 一

高郷総合支所住民課 課長補佐 田 代 謙 二

＜交通計画策定調査業務受託事業者＞

受託事業者名 所属・役職 氏　名

コンサルティング本部 上席技術主任 石田　洋平

社会施策グループ 伊藤　　良

会津サテライトオフィス 加藤　純子

＜事務局＞

所　属 役　職 氏　名

課長 山口　和志

課長補佐 外島　誠司

副主任主査 高橋　　孝

副主査 阿部晋太郎

市関係課

喜多方市企画政策部地域振興課

株式会社ケー・シー・エス福島営業所

関係市町村等
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１．現行計画（地域公共交通網形成計画、再編実施計画）の検証

について 

１-１ 現計画の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料１ 
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１-２ 現計画の実施状況 

現計画の計画期間内における、施策・事業の実施状況を下表のとおり整理した。 

なお、重点的な事業として喜多方市地域公共交通再編実施計画に位置付けられた市街地循環路

線・路線バス・予約型乗合交通「みんべえ号」の再編事業については、詳細な検証結果を次頁以

降に示します。 

 

表 施策・事業の実施状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成29年 平成30年 平成31年4月まで 令和元年 令和2年 令和３年

1）市外地路線

の再編

1-1
市街地における循

環路線の形成

・喜多方市まちなか循環線の導入

【令和2年10月】

再編

検討

再編

検討

再編

検討

再編

検討

まちなか

循環線

の導入

実証運

行
△

市街地内の利便性向上及び空白地エリアの解消へ

向け、新たな路線導入に向けた運行内容の検討を

実施。

検討の結果、令和2年10月より運行を開始し、令和

4年3月31日までの期間の実証運行(予定)としてい

るが、利用者数は低い水準での利用となっており、運

行形態を含め新たな見直しが必要。

2-1
路線バスの維持・

活性化

・地域公共交通確保維持改善事業の活用

した財政支援

・福島県生活交通対策事業補助金を活用

した財政支援

財政支

援

財政支

援

財政支

援

財政支

援

財政支

援

財政支

援
○

2-2
路線バスの運行見

直し

・喜多方・坂下線の運行経路見直し【令和

２年１０月】

・塩川・熊倉線の運行経路見直し【令和２

年１０月】

・塩川・喜多方線と塩川・熊倉線のゾーンバ

ス化【令和２年１０月】

・荻野線の廃止【令和３年１０月】

・喜多方・坂下線の運行経路見直し【令和

３年１１月】

再編

検討

再編

検討

再編

検討

再編

検討

路線再

編

路線再

編
△

3-1
地区内交通の維

持
・財政支援

財政支

援

財政支

援

財政支

援

財政支

援

財政支

援

財政支

援
○

地区内交通の維持に向け、財政支援を長期に渡り

実施

3-2
予約型乗合交通

の運行見直し

・指定乗降場所の見直し・追加【平成２９

年～令和３年１０月】

・高郷エリア(揚津・磐見コース)の運行区域

見直しと会津坂下町に指定乗降場所を追

加【令和３年１０月】

再編

検討

再編

検討

再編

検討

再編

検討

再編

検討

路線再

編
△

目的地となる主要な商業施設、医療施設等を新た

な指定乗降場所として新たに設定やまちなか循環線

との接続といった、利便性の向上へ向けた取り組みを

実施してきたが、引き続き利用者の利便性を考慮し

つつ、特に利用が少ないエリアを主眼とした効率的な

運行へ向けた見直しが必要。

3-3 予約方法の改善

・わかりやすい図解説明による公共交通総

合パンフレット等へ掲載により、住民への周

知を継続的に実施している。

・運行日11時以降の便限定となるが、当日

予約を可能とした。

実施・検

討

実施・検

討

実施・検

討

実施・検

討

実施・検

討

実施・検

討
△

当日予約を可能としたものの、運行当日の午前の便

には対応できず、利用者ニーズへの柔軟な対応がで

きている状況には至っていないため、今後、分かりやす

く予約しやすい予約システム方法について庁内で検

討中。

3-4
運転免許返納者

への対応

喜多方市運転免許証自主返納者支援事

業の実施
実施 実施 実施 実施 実施 実施 ○

平成２５年４月１日以降に自主返納をした方で、

自主返納時の年齢が６５歳以上の方を対象に、４

万円分のデマンドバス、または、タクシーの利用助成

券を交付

3）地区内交通

の再編

2）広域幹線軸

の再編

広域幹線軸の路線バス再編については、会津圏域

公共交通活性化協議会にて近隣市町村と協議の

上、令和2年10月以降、路線の経路変更及びダイ

ヤの見直し等を実施。

再編後の効果を検証し、今後、運行形態を含めた

運行内容の見直しが必要。

施　　　策 実施状況

年　次

達成状況 理　由
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平成29年 平成30年 平成31年4月まで 令和元年 令和2年 令和３年

4-1 乗継拠点の設定
・乗継拠点を設定（喜多方駅、塩川駅、

山都駅、荻野駅、寺町角など）

拠点設

定
○ 乗継拠点として設定

4-2 乗継拠点の整備
・塩川駅東西自由通路および東西駅前広

場の整備
検討 検討 検討 検討 検討 実施 ○

喜多方駅前広場の整備に加え、今後においては、塩

川町東西の連絡機能の強化を図り、東西交流軸を

形成することで市街地全域の活性化へ波及させると

ともに公共交通ネットワークとの結節点である塩川駅

へのアクセス利便性の向上へ向け、東西自由通路お

よび東西駅前広場の整備を令和3年度から令和7

年度の期間において実施する。

5-1
民間企業等との連

携

・市街地商業施設等において、まちなか循環

線周知ポスターの掲示
検討 検討 検討 検討 実施 実施 ○

5-2
福祉や観光等との

連携

・各地区の民生児童委員定例会や地域生

活支援支え合い会議への参加

・高齢者福祉タクシー利用助成事業の実施

・高齢者おでかけ助成事業の実施

実施 実施 実施 実施 実施 実施 ○

5-3

地区で支える公共

交通の仕組みの構

築

・各地区の民生児童委員定例会や地域生

活支援支え合い会議への参加により公共交

通利用実態やニーズの把握に努めている

検討 検討 検討
関係構

築

関係構

築

関係構

築
△

6-1
情報提供ツールの

作成

・会津圏域バスマップを会津６市町村で作

成、配布

・喜多方市地域公共交通総合パンフレット

の作成、配布

検討 検討 検討 検討 実施 実施 ○

6-2
利用しやすい環境

づくり

・会津圏域バスマップを会津６市町村で作

成、配布

・喜多方市地域公共交通総合パンフレット

の作成、配布

・高齢者福祉タクシー利用助成事業の実施

・高齢者おでかけ助成事業の実施

実施 実施 実施 実施 実施 実施 ○

6）利用環境改

善

利用促進については、各種関係者と調整・連携した

取組を実施しており、路線の見直し後においては市

広報や市HP等を通して周知活動を実施している。

4）交通結節点

の機能強化

5）公共交通の

利用促進等
【まちなか循環線周知活動】

市街地の商業施設や医療施設への接続による利用

促進への周知活動を実施

【高齢者タクシー料金の一部助成】

要介護１以上と認定され、住民税非課税の在宅高

齢者に対し、月３千円を上限に定期的に通院する

ためのタクシー料金の一部を助成

【高齢者おでかけ助成事業（※令和3年度より新た

に事業実施）】

　市内に住所があり、居住する75歳（事業実施年

度において75歳に達するものを含む）以上の者を対

象に喜多方市予約型乗合交通及び喜多方市まち

なか循環線を利用する際の料金の一部を助成する。

［助成券交付申請があった者に対し、１枚200円

の助成券を50枚交付（10,000円分）］

【地区で支える公共交通の仕組みの構築】

公共交通の利用実態やニーズ把握に努め関係を構

築しているが、地区で支える仕組の構築までは至って

いない。

施　　　策 実施状況

年　次

達成状況 理　由
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１-２-１ 現計画の目標（数値指標）の達成状況の確認 

 

 

 

  

方針 目標 数値指標 現 状 目 標 中間評価 達成状況 備考

目標①ー１．地

区・都市間の交

流・連携

市民一人あたりの

広域幹線軸の利用

回数

17.9回/人

（H27）

17.9回/人

（R3）

9.52回/人

（R2）
△

コロナウイルスの

影響と想定

目標①-2.市街地に

おけるアクセス性

の確保

市街地内の主な指

定乗降場所の乗降

者数

11,842人/年

（H27）

17,763人/年

（R3）

8,498人/年

（R2）
△

コロナウイルスの

影響と想定

目標①-3.誰もが利

用できる公共交通
公共交通カバー率

99.8%

（H27）

99.8%

（R3）

99.8%

（R3）
○

再編前後でカバー

率に変化は見られ

ない

目標②-1.利用の多

い路線・エリアの

利便性の向上

公共交通利用者数

（１日の公共交通

利用者数）

282人/日

（H27）

360人/日

（R3）

252人/日

（R2）
△

コロナウイルスの

影響と想定

目標②-2.需要に応

じたサービス水準

の確保

住民満足度

路線バス：58.3%

予約型乗合交通：

41.7%

（H27）

路線バス：75.0%

予約型乗合交通：

75.0%

（R3）

路線バス：54.1%

予約型乗合交通：

56.6%

（R3）

×

目標③-1.需要の少

ない路線・エリア

における運行内容

の効率化

乗合率2.0を下回

るエリア数

7エリア

（H27）

0エリア

（R3）

10エリア

（R2）
△

コロナウイルスの

影響と想定

目標③-2.多様な交

通手段における一

体的な効率化

市の財政負担額
8400万円

（H27）

6500万円

（H27）

6583万円

（R2）
△

コロナウイルスの

影響と想定

目標④-1.交通需要

の集約化

主な交通結節点の

利用者数

1,527人/日

（H27）

1200人/日

（R3）

1,053人/日

（R2）
△

コロナウイルスの

影響と想定

目標④-2.市街地に

おける気軽に歩け

る環境づくり

市街地の公共交通

利用者数

209人/日

（H27）

314人/日

（R3）

163人/日

（R2）
△

コロナウイルスの

影響と想定

方針①：市

民の日常生

活を支える

最低限の移

動の保障

方針②：利

用実態・

ニーズを踏

まえたサー

ビスの設定

方針③：将

来的な需要

を見据えた

持続可能な

公共交通の

構築

方針④：

「生活・観

光都市」の

実現に貢献

する公共交

通網の構築

○=達成、×=未達成、△=未達成ではあるが社会的要因を考慮 
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１-２-２ 市街地循環路線 

実施目的 

○郊外部から路線バスや予約型乗合交通「みんべぇ号」（デマンド交通）で市街

地内の目的施設を訪れた人が、他の目的地へ行けるように市街地内を周遊出来

るようにするため。 

○市街地内で予約型乗合交通「みんべぇ号」（デマンド交通）を利用できない人

や喜多方・坂下線（用途地域内）の見直しにより生じる空白エリアをカバーす

るため。 

概要 
○喜多方坂下線における喜多方市街地内の循環区間を見直し、喜多方駅～喜多方

市街地北部を繋ぐ運行経路に変更し、新規路線として実証的に運行する。 

施策実施の 

検証 

①全体評価 

○利用実績をみると、利用者数は 1 日 10 人程度です。１便あたり利用者数は

1 人程度と乗合が発生する状況は少ないことからも、あまり利用されていない

状況にあります。 

○収支率としても 10％未満であり約９割が市の財政負担である状況を踏まえ

ると継続した運行は難しいと考えられます。 

表 運行実績 

 

 

 

表 便別の平均利用者数（R2.10～R3.9）  単位：人/便 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 月別利用者数（R2.10～R3.9） 

表 利用目的      

 

 

 

 

 

 

 

 

        図 利用目的 

 

1便 2便 3便 4便 5便 1便 2便 3便 4便 5便

１便平均 0.83 1.89 1.50 0.76 0.94 0.44 0.58 1.38 0.98 0.76

西回り 東回り
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n=20

項目 回答数

通勤 1

通学 0

通院 2

買い物 3

観光 0

食事 2

銀行・郵便局 0

官公署への手続き 1

その他 14

合計 23

合計 運送収入

喜多方まちなか循環線（東回り） 喜多方駅前 合同庁舎前 喜多方駅前 200円 10.9 581 111,200 111,200 2,205,530 5% 2,094,330

喜多方まちなか循環線（西回り） 喜多方駅前 合同庁舎前 喜多方駅前 200円 10.9 767 146,900 146,900 2,205,530 7% 2,058,630

収支率

（％）
路線名 始点 経由地 終点
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（最大）

距離

(km)

輸送

人員

経常費用

（円）

経常収入（円） 市負担額

（円）
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②市街地内の周遊・回遊性向上 

○バス停別の乗降者数をみると、市街地内の商店や医療機関で利用がみられま

す。また、駅の乗降もみられます。しかし利用者数は１日平均にすると 1 人未

満が多く、周遊する総量は少なくなっています。 

○居住誘導区域内利用をみると、乗降は見られます。しかし、最大車内人数は１

日平均にすると 2.6 人と少なく、市街地内の市民が日常生活の足として定着

までは至っていないと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：乗降調査結果（R２年１０月～R3 年 9 月累計 調査期間 65 日） 

図 東回りの車内乗車人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：乗降調査結果（R２年１０月～R3 年 9 月累計 調査期間 65 日） 

図 西回りの車内乗車人員 
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④旧喜多方・坂下線のカバー状況 

○再編前の喜多方・坂下線ルート上に対して、再編後の喜多方・坂下線やまちな

か循環線が運行ルートをカバーしている。実際の利用者数をみると、再編前の

喜多方・坂下線は 38 人でしたが、再編後は、42.8 人と上回りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 再編前後の喜多方・坂下線と喜多方まちなか循環線 

 

表 市街地の利用者数（再編前後） 

 
 
 
 
 
 
 
 

資料：乗降調査結果（再編前は R1、再編後は R3） 

資料：まちなか循環線乗降調査結果（R２年１０月～R3 年 9 月累計 調査期間 65 日（１日平均換算）） 

導入の効果・

課題の考察 

○導入したことで市街地内の回遊性は向上したと考えられ、当初の導入目的は果

たしていると考えられます。これに加え、再編前の喜多方・坂下線のカバーも

確認されました。 

○しかし、便別の利用状況をみると少ないため、コロナ禍の影響に加え、利用者

ニーズに対し運行内容がミスマッチを起こしていることが要因ではないかと

考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喜多方駅前 

喜多方・坂下線
（喜多方駅前～坂

下営業所） 

喜多方・坂下線
（喜多方駅前～坂

下営業所） 

再編前 再編後 

対象路線 区間 往/復 乗車数 降車数 合計

喜多方・坂下線 喜多方駅～桜が丘～鎧召 坂下行き 17 4 21

喜多方・坂下線 鎧召～桜ガ丘～喜多方駅 喜多方行き 2 15 17

喜多方・坂下線 桜が丘～鎧召 坂下行き 12 3 15

喜多方・坂下線 鎧召～桜ガ丘 喜多方行き 5 14 19

まちなか循環線 東回り 2.4 1.8 4.2

まちなか循環線 西回り 1.5 3.1 4.6

再編前

再編後
喜多方駅前～西四ツ谷駐車場前

新道～第二中学校南口
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１-２-３ 喜多方・坂下線の再編 

実施目的 

○喜多方・坂下線の喜多方市街地内の循環区間を見直し、喜多方駅から喜多方市

街地を北上し、起終点を有隣病院とすることで、通院利用の利便性を向上させ

るため。 

○喜多方市まちなか循環線と一体的に再編し、市街地内の居住誘導区域内におけ

る持続可能で利便性の高い公共交通ネットワークを形成するため。 

概要 
○喜多方・坂下線の喜多方市街地内の循環区間を見直し、喜多方駅から喜多方市

街地を北上し、起終点を有隣病院とする。 

施策実施の 

検証 

①全体評価 

○利用者数の推移をみると、コロナ禍の影響もあり減少傾向がみられます。また

平均乗車密度も 2.0 人を下回っていることからあまり、乗り合っていない状

況と考えられます。 

表 再編前後の利用実績 

 
再編前 再編後 

平均乗車密度 2.6 1.7 

資料：運行系統別輸送実績報告書（R2 年度）（会津バス） 

※再編前（R２年４月１日～令和２年９月３０日） 

※再編後（R２年１０月１日～令和３年３月３１日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：会津バス『運行系統別輸送実績報告書』 

図 喜多方・坂下線の利用者数の推移 

 

②市街地内の通院利用の利便性向上 

○有隣病院へ延伸したことで、乗り換えることなく直接有隣病院へ移動できるこ

ととなり、通院利用としての利便性は向上しました。 

○しかし、乗降調査結果をみると、有隣病院前の利用は乗車降車ともに１人であ

ったことに加え、会津坂下町間の乗降が多くみられることから市外の利用者が

公共交通を利用して、有隣病院へ通院する利用は少ないです。 

○また、市街地内の利用をみると、喜多方駅、喜多方高校入口で乗り降りが見ら

れることから、市街地の市民が通院よりも通学目的で路線を利用している可能

性が考えられます。 

○よって、運行経路を変更自体は利便性向上に寄与しているが、利用実態として

の通院利用は少なく、通院利用の利便性向上の効果は薄いと考えられます。 
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図 喜多方・坂下線（喜多方駅行き）の車内人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：乗降調査結果（R3） 

図 喜多方・坂下線（坂下営業所行き）の車内人数 

 

導入の効果・

課題の考察 

○喜多方・坂下線の喜多方市街地内の循環区間を見直し、起終点を有隣病院とす

ることで通院・通学の利便性は向上したと考えられます。しかし、利用実態を

みると有隣病院や学校の利用は少ない状況です。 

○ハイスクールエクスプレスや有隣病院の病院送迎バスをはじめとした公共交

通以外の移動サービスが存在し、広域の移動を支える喜多方・坂下線とハイス

クールエクスプレス及び市内方面の患者送迎バスと運行ルートや運行目的の

重複がみられ、競合している可能性や非効率な運行となっている可能性がある

と考えられます。 

○喜多方市まちなか循環線と一体的に再編し、市街地内の居住誘導区域内におけ

る持続可能で利便性の高い公共交通ネットワークを形成しました。しかし、利

用実態をみると定着までは至っていないと考えられます。 
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１-２-４ 塩川・喜多方線と塩川・熊倉線の再編 

実施目的 

○広域利用が見られる塩川・喜多方線に需要を集約するため、塩川・喜多方線と

熊倉・喜多方線を塩川グリーンプラザで統合（ゾーンバス化）します。 

○熊倉・喜多方線の経路変更により生じる廃止区間は、予約型乗合交通「みんべ

ぇ号」（デマンド交通）で対応します。 

概要 

○塩川・喜多方線は、熊倉・喜多方線とのゾーンバス化における基幹路線に位置

付けます。 

○熊倉・喜多方線は、喜多方～塩川間を域内交通（定時定路線）に再編し、「喜

多方駅前」及び「塩川グリーンプラザ」で塩川・喜多方線との接続を図ります。 

○熊倉・喜多方線の廃止区間は予約型乗合交通「みんべぇ号」（デマンド交通）

で対応します。 

○予約型乗合交通「みんべぇ号」（デマンド交通）の指定乗降場所と広域路線バ

スとの接続強化を図ります。 

施策実施の 

検証 

①全体評価 

○熊倉・喜多方線と塩川・熊倉線の利用状況を比較すると、コロナ禍の影響もあ

り、平均乗車密度が下まわっています。また、2.0 人を下回っていることから

あまり、乗り合っていない状況と考えられます。 

○塩川線と熊倉線の利用者数の推移をみても、減少傾向にあります。 

 

表 熊倉・喜多方線と塩川・熊倉線の利用実績 

 熊倉・喜多方線 

（再編前） 

塩川・熊倉線 

（再編後） 

平均乗車密度 1.0人 0.3人 

※再編前（R２年４月１日～令和２年９月３０日） 

※再編後（R２年１０月１日～令和３年３月３１日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：会津バス『運行系統別輸送実績報告書』 

図 塩川・喜多方線、塩川・熊倉線の利用者数の推移 

※H30 は塩川・喜多方線、熊倉・喜多方線の合計 

※R1 は塩川・喜多方線、熊倉・喜多方線の合計 

※R2 は塩川・喜多方線、熊倉・喜多方線、塩川・熊倉線の合計 
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②ゾーンバス化による需要集約 

○乗降調査結果をみると、乗継拠点である塩川グリーンプラザの利用は会津若松

方面の場合が 0 人、喜多方方面の場合は 1 人であり、路線バスから路線バス

の乗継は少ないです。 

○また、乗継実態調査を塩川駅で実施したところ路線バスへ乗り継いだと回答し

た利用者は１人であり鉄道から路線バスへの乗継も少ないです。 

○よって塩川・喜多方線へ需要を集約するまでには至っていないと考えられます。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 塩川・熊倉線（塩川グリーンプラザ行き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 塩川・熊倉線（喜多方駅行き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 乗り継ぎ実態調査（塩川駅 塩川⇒若松方面の場合） 
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③予約型乗合交通「みんべぇ号」（デマンド交通）のカバー状況 

○予約型乗合交通「みんべぇ号」（デマンド交通）の塩川東エリアにおいて、再

編前後の利用者数を比較すると、１日あたりの利用者数は 0.1 人／日増加し、

１便あたりの利用者数は 1.17 人／便増加している。全体の傾向でみると、予

約型乗合交通「みんべぇ号」（デマンド交通）は熊倉・塩川線の経路変更によ

り生じる廃止区間をカバーしていると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 予約型乗合交通「みんべぇ号」（デマンド交通）の利用者数の推移（塩川東エリア） 

 

表 予約型乗合交通「みんべぇ号」（デマンド交通）の利用者数（塩川東エリア） 

 

 

 

 

導入の効果・

課題の考察 

○利用状況が低迷し、需要が集約されていない場合は塩川・熊倉線の見直しと予

約型乗合交通「みんべぇ号」（デマンド交通）との役割分担を検討する必要も

あります。 
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１０月～３月 58 72 42 0.81 1.38

再編 
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１-２-５ 荻野線の廃止と予約型乗合交通「みんべぇ号」（デマンド交通）の再編 

実施目的 

○財政負担の大きい荻野線を廃止し、廃止代替として予約型乗合交通「みんべぇ

号」（デマンド交通）の運行内容を見直すことで効率的なネットワークへの転

換を図るため。 

概要 

○荻野線を廃止する。 

○予約型乗合交通「みんべぇ号」（デマンド交通）磐見コースの運行エリアを拡

大し、会津坂下町へ乗り入れます。 

施策実施の 

検証 

①全体評価 

○再編前後の磐見コースの利用者数をみると 1 便あたりの利用者数は同数でし

た。 

 

表 再編前後の利用者数 

 

 

 

②運行内容の見直しによる効率化 

○再編後の利用実績をみると、新たな運行範囲で利用がみられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 高郷地区デマンド交通予約者数（令和３年 10 月） 

導入の効果・

課題の考察 

○再編前後でみると、利用者数は増加しエリア拡大の利用もみられました。さら

に、高郷地区から会津坂下町間の広域利用もみられたことにより、再編による

利便性の向上はみられたと考えられます。これに加え、荻野線の運行経費が削

減されたことで市の財政負担は減少し、効率化も果たされたと考えられます。 

○一方、１便あたりの利用者数が微減したことで乗合率の向上には寄与していな

く、予約型乗合交通単体の経費で比較した場合は、運行経費が増加している可

能性はあります。 

○なお、再編後間もない実績であるため、長期的に利用状況を確認しつつ検証す

る必要があります。 
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記号 乗降場所 乗車（人） 降車（人）

a 小ケ峯 1 1

b 中山 0 1

c 滝下利田 2 4

d 高郷公民館 0 1

e 荻野駅 5 2

f 永農 1 2

g 本村 0 1

h 大谷 1 1

i 若宮 5 4

j さいとう歯科クリニック 1 1

k 山都ショッピングセンター前 1 0

l 山都駅 4 5

m 上川井 1 1

n 夏井 1 0

o 東羽賀 2 0

p 西海枝 4 5

q 大原 1 1

r リオンドール坂下店 1 1

s コープあいづばんげ店 0 1

t 坂下厚生病院 11 10

再編前 再編後

１便あたりの利用者数 1.1 1.0

凡例 

再編前のエリア 

再編後の拡大エリア 

会津坂下町 
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１-２-６ 地区内交通の再編 

実施目的 

○公共交通空白地域の解消を図りしつつ、少ない需要に適した移動手段として維

持するため。 

○地区内交通の効率化を図るため。 

概要 
○指定乗降場所の追加、変更 

施策実施の 

検証 

①全体評価 

○予約型乗合交通「みんべぇ号」（デマンド交通）の過去３年間の推移をみると、

増加したエリアと減少したエリアに分類された。増加したエリアは喜多方地区

のみでその他のエリアは全て減少となりました。 

○なお、喜多方地区の増加の背景には、通常利用者及び遠距離通学児童・生徒の

利用が増加しており、また、スクール利用対象者（定期券発行者）も増となっ

たことが要因と思われます。 

 

 

表 予約型乗合交通「みんべぇ号」（デマンド交通）の利用推移（H30～R2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区 エリア H30 R1 R2

上三宮エリア 853 898 1,418 増加

岩月エリア 3,408 3,471 4,309 増加

関柴エリア 62 72 105 増加

熊倉エリア 4,109 3,709 3,842 増加

慶徳エリア 4,070 4,974 6,974 増加

熱塩エリア 5,209 4,708 4,147 減少

加納エリア 2,305 2,261 1,747 減少

東エリア 286 188 109 減少

西エリア 41 89 36 減少

中央エリア 1,375 1,212 907 減少

蓬莱・三津合エリア 716 759 511 減少

朝倉・一郷エリア 156 223 206 減少

揚津エリア 236 209 144 減少

磐見エリア 374 338 157 減少

23,200 23,111 24,612

H30～R2

輸送人員

喜多方地区

熱塩加納地区

塩川地区

山都地区

高郷地区

合計
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②効率的な運行 

○エリア別の利用状況をみると。１便あたりの輸送人員が 2.0 人/便を下回るエ

リアが 10 エリア存在します。 

○事業の継続性からみると、利用者一人に要する経費（市の財政負担額）が 10

万円を超えるエリアがあります。 

 

表 予約型乗合交通「みんべぇ号」（デマンド交通）の運行概要（R2 実績値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：喜多方市提供 

導入の効果・

課題の考察 

○予約型乗合交通「みんべぇ号」（デマンド交通）は交通空白地域を解消するた

めの役割は果たしていると考えられます。 

○しかし、運行を維持するために多額の費用が発生し、運行サービスが効率的に

はなっていないエリアが散見され、加えて網形成計画時点よりも悪化していま

す。 

○また、利用が少ないエリアと利用者多いエリアにバラつきがみられ、地域によ

って予約型乗合交通「みんべぇ号」（デマンド交通）が適していないエリアも

あるものと考えられます。 

○よって、運行効率を高め運行内容を見直し利用者数を増やしていくためにも市

内全域を一律の運行内容ではなく地域の状況に合わせた運行内容（運行エリア

の見直し、車両台数の見直し等）とする必要があると考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

地区 エリア
輸送人員

（人）
運行収入 運行経費 欠損額

運行日数

（日）

運行便数

（便）

稼働率

（％）

1日あたり輸送人員

（人/日）

1便あたり輸送人数

（人/便）

利用者1人に

要する経費

（円/人）

上三宮エリア 1,418 415,525 6,659,227 6,243,702 243 749 61.6% 5.84 1.9 4,403

岩月エリア 4,309 1,226,202 10,960,237 9,734,035 250 1,276 85.1% 17.24 3.4 2,259

関柴エリア 105 35,309 6,043,997 6,008,688 243 125 10.3% 0.43 0.8 57,226

熊倉エリア 3,842 1,412,433 8,390,711 6,978,278 250 1,120 74.7% 15.37 3.4 1,816

慶徳エリア 6,974 2,224,450 10,203,358 7,978,908 250 1,230 61.5% 27.90 5.7 1,144

熱塩エリア 4,147 1,666,164 11,435,289 9,769,125 250 1,153 51.2% 16.59 3.6 2,356

加納エリア 1,747 626,732 8,441,248 7,814,516 243 1,036 47.4% 7.19 1.7 4,473

東エリア 109 42,382 3,892,143 3,849,761 144 102 10.1% 0.76 1.1 35,319

西エリア 36 14,400 3,793,071 3,778,671 144 37 3.7% 0.25 1.0 104,963

中央エリア 907 317,875 6,318,217 6,000,342 243 598 37.5% 3.73 1.5 6,616

蓬莱・三津合エリア 511 184,500 4,420,160 4,235,660 196 366 32.5% 2.61 1.4 8,289

朝倉・一郷エリア 206 74,850 4,252,760 4,177,910 196 193 17.9% 1.05 1.1 20,281

揚津エリア 144 52,577 4,064,929 4,012,352 147 156 15.2% 0.98 0.9 27,864

磐見エリア 157 44,323 4,025,189 3,980,866 146 147 14.4% 1.08 1.1 25,356

24,612 8,337,722 92,900,536 84,562,814 2,945 8,288 42.0% 8.36 3.0 3,436

喜多方地区

熱塩加納地区

塩川地区

合計

高郷地区

山都地区
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２．現計画の検証から見える課題 

２-１-１ 喜多方市地域公共交通網形成計画の主な課題 

『解決された課題』 
・それぞれの課題に対して、一部課題解決に繋がりましたが、課題全体の解決には至りませんでし

た。 

 

『解決されなかった課題』 

○市民の日常生活を支える公共交通網が必要 
・地区を跨ぐ移動に対し、予約型乗合交通と鉄道の接続性を高める等の対応を実施して参りました

が、乗り継ぎの抵抗もありなかなか成果には至りませんでした。今後も継続して地区を跨ぐ移動

について対応策を検討する必要があります。 

 

○利用実態・移動ニーズを踏まえた利便性向上が必要 
・予約型乗合交通（みんべぇ号）の見直しは、指定乗降場所の追加や高郷地域の運行区域拡大等の

事業を実施して利便性向上を図りました。また、予約方法についても当日予約を可能とし利便向

上を図りました。 

・しかし運行エリア別の利用者の推移や運行経費の概要をみると、改善に繋がらなかったエリアも

みられたことからエリア別に運行内容を見直す必要があります。 

 

○将来的な需要を見据えた持続可能な公共交通網の構築が必要 
・広域幹線軸の路線バスは、会津圏域地域公共交通網形成計画を令和 2年度に策定し順次再編する

ことで非効率な路線・区間の見直しを実施しました。また、高郷地域の利便性向上と効率的な公

共交通ネットワークを再構築するため、利用実態に見合った運行形態へと見直しました。 

・しかしながら、各路線の運行実績や利用実態をみていくと、コロナ禍の影響もあり、利用者の減

少傾向に歯止めをかける程の利用者数には至りませんでした。また、事業実施により喜多方・坂

下線の通院利用や熊倉・喜多方線のゾーンバス化による需要集約はあまりみられなかったことか

ら、利用者ニーズに見合ったサービス内容の見直しが必要です。 

 

○まちづくりと連携した公共交通網の構築が必要 
・住宅地や目的施設が連坦しているエリアに喜多方・坂下線の再編と喜多方市まちなか循環線を導

入することで、日中帯の市街地内の空白エリアをカバーし、市街地の施設へのアクセス性が向上

しました。また、バス停別利用者数をみると、主要施設や学校の乗降がみられることから通学目

的や買い物目的で利用していると考えられ一定の効果はあったものと考えられます。しかし、利

用者数は低迷しており、利用実態に対して運行形態や運行内容が見合っていないと考えられます。 
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『新たに発生した課題』 

○新型コロナウイルスの拡大 
・2020 年に入り、世界規模で拡大した新型コロナウイルス感染症の流行は、多くの人の健康、生

命を脅かし、人びとの行動様式や意識に大きな影響を与えた。緊急事態宣言の発令や不要不急の

外出自粛の要請等は、これまでの生活や仕事のやり方を見直す契機となり、日常生活に止まらず、

社会全体のあり方を変えようとしています。新しい生活様式に対応していくことはもとより、こ

うした変化を踏まえ、今後のあり方や新しい政策の方向性がどうあるべきかを考えていく必要が

あります。 
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２-１-２ 喜多方市地域公共交通計画の策定に向けて 

検証結果以外にも地域公共交通網形成計画の各施策を継続して実施するとともに、下記のよう

な近年の公共交通を取り巻く社会情勢の変化も視野に入れ対応することが求められます。 

 

○MaaS概念への注目の高まり 
・MaaS（Mobility as a Service）と呼ばれるスマホアプリを活用し、一人一人のトリップ単位の

移動ニーズに応じて、複数の公共交通や それ以外の移動サービスを最適に組み合わせ、検索・予

約・決済等を一括で行うことを可能とするサービスが全国で普及しはじめています。 

・会津若松市では官民連携で MaaS 実装を目指し、地元交通事業者・大学・企業・自治体などを中

心に、2019年 7 月に「会津 Samurai MaaS プロジェクト」が発足した。ICT を積極的に活用

した”スマートシティ会津若松”を目指す同市の交通分野における取り組みであり、様々な活動を

展開しています 
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各種調査結果を踏まえた喜多方市の公共交通の課題等について（概要版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

喜多方市の公共交通を取り巻く課題（案） 

 

 

公共交通の現状整理 

２．喜多方市の地域特性 

・移動特性 

○昭和５５年から人口は減少傾

向、平成 27年には 12,212 人

と 10 千人以上（約 1割）減少

している。 

○高齢化率は増加傾向で平成 27

年は 34.6％、年少人口は減少

傾向で平成 27 年は 11.6％で

ある。 

○将来的にも人口減少・少子高齢

化がさらに進行する。 

○人口分布は、喜多方地区に集中。 

○主要施設の多くは、喜多方地区

に集積。 

○市民の通勤・通学は会津若松市

との移動が多い。 

３．喜多方市の地域公共交

通ネットワークの現

状 

○市内には鉄道駅が 6駅。 

○バス交通は、路線バス６路線、

予約型乗合タクシーが市内全

域をカバー。 

○路線バスの利用者は減少傾向

にある。 

○市内には地域間幹線系統及び

地域内フィーダー系統といっ

た国庫補助路線と市単独補助

路線で支えている。 

〇予約型乗合交通は、コースごと

で利用状況が異なり、1便あた

りの輸送人員が 2.0 人/便を下

回るエリアも見られる。また、

1人あたりの市の財政負担額も

エリアで異なっている。 

課題①：公共交通の利用が少なく、減少傾向に歯止めがかからない 

○コロナ禍の影響もあり公共交通の減少傾向に歯止めがかからない状況だが、

市民の日常生活をさせる移動手段として公共交通の確保・維持が必要 

４．実態・ニーズ把握調査等の速報（概要） 

○市民アンケート調査 

・買い物のピークは 10時に外出し 11 時に帰宅が多い。通院のピークは８時に外出し、

11 時に帰宅が多い。通勤のピークは７時に外出し、18 時に帰宅が多い。 

・日常生活における主な移動手段は、全ての地区で「自動車」が最も多い。 

・目的別の移動先をみると、買い物・通勤・通学は各地区から喜多方地区への移動が多い。

また、市外への移動も見られる。 

・利用者意向は、本数に関するご意見と時間に関するご意見が多い。一方、未利用者はコ

ロナ禍による生活様式の変化を理由に挙げている。 

○高校生アンケート調査 

・登校時は 7 時台から 8 時台に移動し、下校時は 18 時台から 19 時台に移動する。通

学手段は天候による差異は、ほとんどなく「送迎」「鉄道」が中心。 

・公共交通に対する不満は「運休や遅れなどの情報がわからない・わかりづらい」「学校

から最寄りの駅やバス停が遠い」であった。 

・保護者は送迎に対して負担を感じており、登下校が円滑にできる公共交通の見直しを求

めている。 

○施設等ヒアリング調査 

・市内で公共交通以外の送迎サービスを運行している事業者は 10 施設であった。移動サ

ービスを運行する理由としては、既存の公共交通ではアクセスが良くないことで営業時

間と公共交通の運行時間があっていないこと等が挙げられた。 

○デマンド登録者アンケート調査 

・利用者からが感じる使いづらさとしては、「目的地からの「帰り」の運行時間が合わな

い」「目的地からの「帰り」の運行時間が合わない」が多い。また予約方法に関して当

日予約時間の拡充を求めている。 

○主要拠点乗り継ぎヒアリング調査 

・喜多方駅及び塩川駅の利用目的は通学が多く、公共交通を利用した乗継はあまり見られ

ない。 

○交通事業者・庁内関係部署ヒアリング調査 

・コロナ禍による利用者数減少が経営を圧迫している。 

・乗務員不足・高齢化による担い手不足。 

・市民のみならず来訪者も含めた移動に対する公共交通ネットワークの構築と分野を超

えた連携が求められている。 

１．上位・関連計画にみる喜多方市のまちづくりとして公共交通に求

められること 

○市が目指す将来像「力強い産業 人が輝く 活力満ちる安心・快適なまち」の実現に向け

て、持続可能な公共交通の形成と、利用者の利便性の向上が求められている。 

○バス路線の見直しや予約型乗合交通の導入を検討するなど、市民ニーズに対応して利便

性の向上を図るとともに、効率的で持続可能な運行の確保が求められている。 

○段差のない駅舎やシェルターやベンチを設けたバス停など誰もが気軽に利用しやすく

なるように、関係機関と連携した整備や、観光客でも気軽に利用しやすい公共交通機関

とするため、案内標識の充実を図るとともに、わかりやすい記号による誘導案内などデ

ザイン表示の工夫が求められている。 

課題②：利用者にとって公共交通が使いづらい 

○運行ルート、運行時間をはじめとした公共交通のサービス内容の他に待合環

境や予約方法等の利用環境に関する要望が挙げられており、利用者にとって

使いやすく・分かりやすいサービス内容の見直しが必要 

課題③：市民の移動において、公共交通が選択されておらず、自家用車

に過度に依存している 

○自家用車依存が高まり、人口減少に伴う利用者の減少に加え、コロナ禍の影

響により公共交通事業者の経営は厳しい状況にある中、公共交通の確保・維

持が必要。 

○公共交通の効率的な運行サービスへの見直しと利便性向上を図り、自家用車

から公共交通への転換が必要。 

課題④：公共交通を支える市の負担が大きく、現状のままでは維持・確

保が困難 

○公共交通に対する市負担額は増加傾向にあり、令和２年度時点で約 1 億 2

千万近い財政負担をしており、持続可能な公共交通の確保のため見直しが必

要。 

○地域間幹線系統の輸送量・密度が低く、将来的に地域間幹線系統確保維持事

業の要件から外れることも懸念されている。 

課題⑤：役割が不明確な路線がある 

○地域間幹線系統の広域的な利用があまり見られない路線も散見される。 

○予約型乗合交通と路線バス役割が重なっている路線も散見されることから、

様々な資源を活用しつつ公共交通ネットワークの再構築を図る必要がある。 

課題⑥：公共交通と送迎サービス等との重複が見られ、役割分担・連携

ができていない 

○喜多方・坂下線等の広域路線バスと送迎サービス（ハイスクールエクスプレ

ス、病院送迎等）との重複が見られ競合している可能性や非効率な運行にな

っている可能性がある。 

○送迎サービスが市民の日常生活の移動手段として役割を担っていることも

踏まえ、公共交通と移動サービスの役割分担を図り効率的・効果的な運行体

系への転換が必要。 

課題⑦：様々な分野のまちづくりにおいて、公共交通に求められる役割 

○福祉、子育て、学生、観光、まちづくりと連携した取り組みが必要 

資料２ 
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１．喜多方市における現状整理

１-１ 地域特性の整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○総人口は昭和 55（1980）年から減少し続け、平成 27（2015）年までに 12,212 人減となってお

り、減少率は 20.2%となっています。 

○平成 27（2015）年の老年人口は、昭和 55（1980）年から 8,436 人増加し、高齢化率は 2.5 倍に

なっています。 

○平成 27（2015）年の生産年齢人口は、昭和 55（1980）年から 14,375 人減少し、全人口に占め

る生産年齢人口の割合は、12.9 ポイント減少しています。 

○平成 27（2015）年の年少人口は、昭和 55（1980）年から 6,273 人減少し、全人口に占める年少

人口の割合は、8.0ポイント減少しています。 

○喜多方駅をはじめとして、鉄道駅周辺は人口が集中しています。その一方で、鉄道駅から離れた熱塩加

納地区や山都地区は人口が少ない状況です。 

○喜多方地区の市街地に人口が集中しています。 

図 人口の推移と見通し 

資料：国勢調査（H27） 

資料：国勢調査（S55～H27）、『喜多方市長期人口ビジョン』（R2～R22） 

※H17 以前は（旧）喜多方市・熱塩加納村・塩川町・山都町・高郷村の合計値 

※割合は、年齢不詳を除く値から算出 

図 人口分布 
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１-２ 喜多方市の地域公共交通ネットワークの現状

１-２-１ ネットワークの現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 公共交通ネットワークの現状（令和３年４月時点） 

１-２-２ 公共交通のカバー状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○市内には鉄道駅が６駅あります。 

○バス交通は、市で運行補助をしている路線が６路線あり、ぶらりん号は広田タクシーが自主運行して

います。市で補助をしている６路線のうち、喜多方・坂下線、塩川・喜多方線、熊倉・喜多方線、裏

磐梯線は地域間幹線系統であり、国や県の補助を受けながら運行しています。 

○また、令和２年１０月より市街地を運行する喜多方市まちなか循環線を実証運行し、市の財源で運行

を支えています。 

○その他市内全域をを予約型乗合交通（みんべぇ号）が運行しています。 

○路線バスのバス停または鉄道駅へ徒歩でのアクセスが可能な、公共交通の利便性が高いエリア（バス停

から半径 300ｍ圏、鉄道駅から半径 300ｍ圏、予約型乗合交通の運行エリア内）に居住している人口

は、市全体の約 98％となっています。 

資料：国勢調査（H27） 図 公共交通のカバー状況 

交通が不便な地域 
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１-２-３ 路線バスの現状 

 

 

 

 

 

 

表 路線バス運行概要（令和３年度） 

資料：会津乗合自動車(株)、磐梯東都バス(株)、合資会社広田タクシー 

 

表 路線バス運行実績（令和２年度） 

 

１-２-４ 予約型乗合交通（みんべぇ号） 

 

 

 

 

 

表 予約型乗合交通（みんべぇ号）運行概要（令和３年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：喜多方市 HP 

※運行車両内訳 コミューター4 台、ジャンボ 12 台 

表 予約型乗合交通（みんべぇ号）運行実績（令和２年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

路線名 
運行経由 

運行本数 

運行日 
運賃 

（最大） 
平日 休日 

起点 経由 終点 上り 下り 上り 下り 

喜多方市まちなか
循環線（西回り） 

喜多方駅前 合同庁舎入口 喜多方駅前 5 ― 0 0 平日 200 円 

喜多方市まちなか
循環線（東回り） 

喜多方駅前 合同庁舎入口 喜多方駅前 5 ― 0 0 平日 200 円 

喜多方・坂下線 有隣病院前 坂下東小学校 坂下営業所 ４ ６ ２ ４ 
平日・ 
土曜 

790 円 

塩川・喜多方線 
西若松駅東
口 

塩川 喜多方駅前 7 5 7 5 全日 1,070 円 

熊倉・喜多方線 喜多方駅前 熊倉学校前 
塩川グリーン
プラザ 

4 4 2 2 全日 810 円 

荻野線 
荻野駅前・
山都駅前 

厚生病院 
坂下営業所・
緑町 

4 4 0 0 平日 840 円 

裏磐梯線 喜多方駅前 
ラビスパ裏磐
梯 

アクティブリ
ゾーツ裏磐梯 

7 7 7 7 全日 1,360 円 

ぶらりん号 
（循環バス） 

喜多方駅前 
甲斐本家・新
宮長床 

喜多方駅前 0 0 6 ― 

4/1～ 
11/30
の土・日・
祝、4/29
～5/5 は
毎日運行 

200 円 

路線名 

輸送 

人員 

（人） 

経常収入（千円） 経常 

費用 

（千円） 

収支率 

（％） 

乗車 

密度 
輸送量 

国・県 

補助額 

（千円） 

他市町村 

負担額 

（千円） 

市負担額 

（千円） 合計 
  

運送収入 営業外収入 

喜多方市まちなか循環
線（西回り）＊２ 767 146 146 ― 2,205 7 0 0 0 0 2,058 

喜多方市まちなか循環
線（東回り）＊２ 581 111 111 － 2,205 5 0 0 0 0 2,094 

喜多方・坂下線＊１            

塩川・喜多方線＊１            

熊倉・喜多方線＊１       
 

    

荻野線 9,556 2,048 1,506 542 14,790 13.8 0.5 2 0 0 12,742 

裏磐梯線＊１ 24,062 14,205 11,946 2,259 64,036 21.0 1.5 10.3 18,852 16,000 4,000 

ぶらりん号 
（循環バス） 

広田タクシーの自主運行となるため、自治体負担なし 

資料：会津乗合自動車(株) 

※1 地域間幹線系統：喜多方・坂下線、塩川・喜多方線、熊倉・喜多方線、裏磐梯線 

※2 R2 年 10 月 1 日～運行開始 

○市内 5 地区全 14 コースで予約型乗合交通が運行しています。 

○エリア別の利用状況をみると、１便あたりの輸送人員が 2.0 人/便を下回るエリアが 10 エリア存在

しています。 

○また、利用者一人に要する経費（市の財政負担額）が 10 万円を超えるエリアもみられます。 

※会津バスの諸事情により、次回ご報告いたします。 

○バス交通は、市で運行補助をしている路線が６路線あり、ぶらりん号は広田タクシーが自主運行して

います。市で補助をしている６路線のうち、喜多方・坂下線、塩川・喜多方線、熊倉・喜多方線、裏

磐梯線は地域間幹線系統であり、国や県の補助を受けながら運行しています。 

○また、令和２年１０月より市街地を運行する喜多方市まちなか循環線を実証運行し、市の財源で運行

を支えています。 

路線名 

運行本数 
（本／日） 運行 

時間帯 
運行日 運賃 

運営 
主体 

運行 
事業者 

運行 
形態 

運行 
車両※ 

上り 下り 

喜
多
方 

上三宮コース 2 3 

9:00～ 
17:00 

月～金 

400 円 

喜
多
方
市
地
域
公
共
交
通
会
議
事
務
局 

八七一タクシー(有) 

区域
運行 

１台 

岩月コース 2 4 
喜多方交通(株) 

２台 

関柴コース 2 3 １台 

熊倉コース 2 4 

会津乗合自動車(株) 

１台 

慶徳コース 3 5 １台 

熱
塩
加
納 

熱塩コース 4 5 ２台 

加納コース 4 5 八七一タクシー(有) １台 

塩
川 

東コース 2 5 
月・火・金 

会津通商(株) １台 

西コース 2 5 塩川タクシー(株) １台 

山
都 

中央コース 3 4 
月～金 
（月曜第 6・

7 便運休） 

(有)山都タクシー 

１台 

蓬莱・三津合 
コース 

3 3 
火～金 
（木曜第６

便運休） 
１台 

朝倉・一郷 
コース 

3 3 
火～金 
（木曜第 5・

6 便運休） 
１台 

高
郷 

揚津コース 3 4 火・水・金 
会津乗合自動車(株) 

１台 

磐見コース 3 4 火・木・金 １台 

 

路線名 
利用者数 
（人/年） 

利用者 
収入 

（千円/年） 

運行経費 
（千円/年） 

合計 

利用 
収支率 
（％） 

自治体 
負担額 

（千円/年） 

１便あたりの
輸送人員 
（人/便） 

利用者一人 
当たりの 
負担額 

（円／年） 

喜 多 方
地区 

上三宮 1,418 416 6,659 6.2 6,243 1.9 4,403 

岩月 4,309 1,226 10,960 11.2 9,734 3.4 2,259 

関柴 105 35 6,044 0.6 6,008 0.8 57,226 

熊倉 3,842 1,412 8,391 16.8 6,978 3.4 1,816 

慶徳 6,974 2,224 10,204 21.8 7,978 5.7 1,144 

熱塩加納 
地区 

熱塩 4,147 1,666 11,435 14.6 9,769 3.6 2,356 

加納 1,747 627 8,441 7.4 7,814 1.7 4,473 

塩川 
地区 

塩川東 109 42 3,892 1.1 3,849 1.1 35,319 

塩川西 36 14 3,793 0.4 3,778 1.0 104,963 

山都 
地区 

中央 907 318 6,318 5.0 6,000 1.5 6,616 

蓬莱・三津合 511 185 4,420 4.2 4,235 1.4 8,289 

朝倉・一郷 206 75 4,253 1.8 4,177 1.1 20,281 

高郷 
地区 

揚津 144 53 4,065 1.3 4,012 0.9 27,864 

磐見 157 44 4,025 1.1 3,980 1.1 25,356 

合計 24,612 8,337 92,900 9.0 84,555 3,774 3,436 

 資料：運行事業者提供資料 
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２．各種調査の概要 

項目 実施日時 調査対象 実施概要 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

８月６日（金）～８月 24 日（火） 喜多方市内に居住する１8 歳以上 85 歳

以下の市民 2,500 人 

※住民基本台帳から対象を無作為に抽出 

【調査目的】市民の日常生活の移動実態を、属性別（人）・活動別（目的）かつ日常生活圏域（５地区）ごとに捉え、それ

ぞれの交通手段を把握するため、市民アンケート調査を実施した。本市の市民における日常的な移動実態（目

的地・移動手段・頻度・時間帯など）について把握するため、18 歳以上 85 歳以下の市民を対象としたア

ンケート調査を実施する。 

【配布票数】2,500 票 

【主な調査項目】日常生活の移動実態、公共交通の利用、公共交通に対する認識・考え、移動に対する考え、コロナ禍に

よる行動変容、基本属性 

【回収状況】回収数：986 票（回収率 39.4%） 

高
校
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

１０月８日（金）～１０月１５日（金） 〇市内の高等学校３校（喜多方高等学校、

喜多方桐桜高等学校、耶麻農業高等学

校）の２年生 

〇市外から市内の高校に通学する生徒 

○市外へ通学する高校生 

○高校生の保護者 

【調査目的】〇市内の高等学校に通学する生徒の移動実態及び休日の市内移動の実態を把握するとともに、公共交通等に

対する意見を把握するために高校生アンケート調査を実施する。 

〇保護者を対象にハイスクールエクスプレスに対する利用状況や今後の利用意向（継続的に利用したい又は

公共交通を見直した場合は公共交通で通学させたい等）を把握する。 

※高校等が運行するスクールバスなどの実態もあわせて把握する。 

【配布票数】472 票 

【主な調査項目】通学時の移動実態、公共交通の利用実態、休日の外出時の移動実態、公共交通に対する認識・考え、基

本属性、通学に関する保護者のご意向 

【回収状況】回収数：高校生 63 票（回収率 13.3%）、保護者 84 票（回収率 17.8%） 

関
係
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査 

１０月～１１月 

※交通事業者は実施済み 

※庁内関係部署は一部回収済み 

①交通事業者 

〇路線バス事業者３社：会津乗合自動

車（株）、磐梯東都バス（株）、（資）

広田タクシー（ぶらりん号） 

○予約型乗合交通事業者６社：八七一

タクシー（有）、喜多方交通（株）、会

津通商(株)、（有）山都タクシー、会

津乗合自動車（株）、塩川タクシー

（株） 

〇乗用タクシー事業者 5 社：八七一タ

クシー（有）、喜多方交通（株）、塩川

タクシー（株）、（有）山都タクシー、

葵観光タクシー（会津通商（株）） 

 

②庁内関係部署 

〇観光交流課、都市計画課、社会福祉

課・高齢福祉課、危機管理課、教育総

務課・学校教育課 

①交通事業者 

【調査目的】 

〇公共交通の実態や問題点は、担い手となる交通事業者が定性的に把握している場合が多く、さらに公共交通等に係る

課題（仮説）や今後の公共交通を考える上では事業者の「意向」を把握することが重要であることから、業務着手の

早期段階にヒアリングを実施する。 

〇地域公共交通網形成計画に基づき、再編事業を順次実施しているが、その効果（要因も含めて）を把握する。 

〇交通事業者の人材不足が社会的な問題である中で、事業の継続性や対応の可能性なども含めた「体制等」についても

把握することが重要であることから、必要な事項が適切に把握できるヒアリング調査票等の作成支援を行う。 

【主な調査項目】 

〇ヒアリングの把握内容は、公共交通の運行に対する考えや、今後の取り組み予定などを中心に把握する。 

 

②庁内関係部署 

【調査目的】 

〇地域公共交通計画は単に公共交通の個別の問題・課題の解決を図るものでは無く、まちづくりと連携した地域公共交

通ネットワークの形成を図ることが求められているため、公共交通に関する事業内容や今後の展望をヒアリングす

る。“公共交通が果たすべき役割”や基本方針を検討し、関係課の将来イメージと整合性の取れた計画を作成する。 

〇他の関連する分野との連携・協働や行政が主導する移動サービス（スクールバス等）のリソースの把握も重要である

ため、広域公共交通に対して求める役割や市が把握する公共交通以外の移動手段を把握する。 

〇会津 Samurai MaaSプロジェクト協議会の取組を本市でも横展開できるか検討する。 

【主な調査項目】 

〇担当課が実施するまちづくりに関する事業の進捗状況の有無を確認し、公共交通を取り巻く環境の変化（商業施設や

医療施設等の建設、小中学校の統廃合）の実施時期・内容を把握する。 

〇担当課に挙がっている公共交通に求める役割を把握する。 

〇担当課が把握する、公共交通以外の移動サービスを把握する。 
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項目 実施日時 調査対象 実施概要 

施
設
等
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査 

９月２４日（金）～１０月１日（金） 【病院】○医療法人昨雲会飯塚病院、医療

法人昨雲会飯塚病院附属有隣

病院、医療法人佐原病院、鳴瀬

病院、医療法人社団小野病院、

医療法人社団日新会入澤病院 

【一般診療所】〇市内 17 施設 

【旅館】〇市内 14施設 

【調査目的】 

〇公共交通以外の移動サービスの対応の有無（これまでの実施状況等含む）、移動サービスの具体的な運行概要（運行日

／運行時間／運行形態／利用対象者）及び運営面・運行体制等の課題を把握する（人員確保／車両更新／運行経費の

高騰等）。 

〇各種移動サービスの運行内容と既存の公共交通の運行内容を比較し、サービスの競合状況等を把握し、公共交通への

需要集約、あるいは公共交通からの需要転換等の可能性について検討する。 

〇医療施設に通院する市民及び市外の住民の通院実態について把握する。【病院のみ】 

【主な調査項目】 

〇移動サービス実施の有無、現在実施している移動サービスの内容、過去に実施した移動サービスの状況、施設への移

動手段の確保に関する問題点・取り組み、基本属性、施設概要【病院のみ】 

デ
マ
ン
ド
登
録
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

９月２７日（月）～１０月７日（木） 予約型乗合交通登録者のうち、直近半年

以内に利用したことがある方（市内５地

区） 

【調査目的】 

〇利用者の属性、利用実態（利用状況、利用目的など）、改善要望などを定量的に把握するため調査を実施する。 

【主な調査項目】 

〇利用実態、運行内容に対する考え、改善要望、基本属性 

乗
り
継
ぎ
実
態
等
把
握
調
査 

９月２４日（金） 鉄道駅２箇所（喜多方駅、塩川駅） 【調査目的】 

〇市内⇔市外の市域を跨いだ、公共交通による広域的な移動実態や、二次交通への乗り継ぎ実態、市内の周遊経路等を

把握するために、主要な交流拠点（駅等）において乗り継ぎ実態調査を実施する。 

【主な調査項目】 

〇公共交通の利用、公共交通に対する認識・考え、基本属性 

住
民
懇
談
会 

今後実施予定 ○地域住民（予約型乗合交通利用者、町内

会長、一般市民等）、交通事業者、各総

合支所等を中心に対象者を選定 

○５地区程度 

今後実施予定 
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２-１ 市民の移動実態

２-１-１ 目的別の移動時間帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-１-２ 移動手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-１-３ 行先 
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買い物のピーク 

図 移動手段（買い物） 

図 移動手段（通院） 

図 移動手段（通勤・通学） 

図 買い物先 図 通勤先 

通院のピーク 

図 目的別移動時間 

会津若松市へ
の移動が多い 

熱塩・加納地区

は喜多方地区へ

の移動が多い 

山都地区・喜多方地
区・塩川地区・高郷
地区は会津若松市へ
の移動が多い 

11.5%11.8%9.6%9.5%12.5%

78.9%84.6%89.8%84.2% 83.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

喜多方地区(n=209)(MA=234)

鉄道 路線バス 喜多方市まちなか循環線 予約型乗合交通「みんべぇ号」 タクシー 自家用車（送迎） 自家用車（自分で運転） バイク 自転車 徒歩 送迎バス その他 無回答

全ての地区で
自家用車の割
合が高い 

図 通学先 

資料：通勤・通学 国勢調査（H27）、買い物 第 17 回消費購買動向調査（R1 年度） 

会津若松市へ
の移動が多い 

1人～100人

101人～500人

501人～1,000人

1,001人～2,000人

2,001人～

1人～10人

11人～50人

51人～100人

101人～500人

501人～

1人～10人

11人～50人

51人～100人

101人～500人

501人～

資料：市民アンケート（R3） 
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２-２ 公共交通に対するニーズ

２-２-１ 公共交通を利用する上で不満に感じる点 

 

 

 

 

  

図 公共交通を利用する上で不満に感じる点 

資料：市民アンケート（R3） 

 

 

 

２-２-２ 公共交通を利用しない理由 

 

 

 

 

 

 

図 公共交通を利用しない理由 

資料：市民アンケート（R3） 

  

51.9%

27.8%

17.7%

16.5%

12.7%

12.7%

12.7%

10.1%

8.9%

8.9%

8.9%

8.9%

5.1%

3.8%

2.5%

12.7%

0% 20% 40% 60%

本数が少ない

運行する時間帯が外出時間と合わない

駅・バス停まで歩くのが大変（坂道・階段等）

駅やバス停の待合環境が不十分

自宅や目的地からバス停の距離が遠い

運行する曜日が外出日と合わない

利用料が高い

目的地に到着するまでの乗車時間が長い

自分の行きたい目的地に行かない

バス⇔鉄道の乗り換え時間が合っていない

硬貨などで運賃を支払うのが面倒

予約型乗合交通を予約するのが面倒

車両の段差の乗り降りが困難・大変

バス同士の乗り換え時間が合っていない

予約型乗合交通同士の乗り換え時間が合わない

その他

n=79
MA=187

57.6%

36.4%

36.4%

18.2%

15.2%

15.2%

15.2%

12.1%

12.1%

9.1%

9.1%

9.1%

6.1%

6.1%

6.1%

6.1%

6.1%

6.1%

3.0%

3.0%

3.0%

3.0%

3.0%

3.0%

18.2%

0% 20% 40% 60%

外出の自粛を行っているから

人との接触機会を減らしたいから

密な環境になる可能性があるから

自宅や目的地から駅・バス停の距離が遠い

自宅付近を運行していない

自分の行きたい目的地に行かない

いつ運行しているのか分からない

駅・バス停まで歩くのが大変（坂道など）

運行する時間帯が外出時間と合わない

バス⇔鉄道の乗り換え時間が合わない

駅・バス停に悪天候時の対策が不十分

換気等の対策が不安だから

バス同士の乗り換え時間が合わない

市街地内の移動が不便だから

車両の段差の乗り降りが困難・大変

移動に掛かる運賃が高い

利用方法が分からない

目的地までの料金が分からない

運行する曜日が外出日と合わない

駅・バス停で長時間待つことができない

どこに行けるのか分からない

どの車両に乗ればいいか分からない

利用方法等の問合せ先が分からない

在宅勤務・リモート授業等になったから

その他
n=33
MA=107

○市民アンケート調査によると、公共交通を利用する上で不便に感じる点は「本数が少ない」「運行する

時間帯が外出時間と合わない」「駅・バス停まで歩くのが大変（坂道・階段等）」が上位を占めていま

す。 

○市民アンケート調査によると、公共交通を利用しない理由は「外出の自粛を行っているから」「人との

接触機会を減らしたいから」「密な環境になる可能性があるから」といったコロナ禍が要因と考えられ

る理由が上位を占めています。 
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２-３ 高校生アンケートの実施結果（概要） 

２-３-１ 調査結果の速報（概要） 

１） 回答者属性について 

① 回答者の性別及び住所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

  図 回答者の性別                    図 回答者の住所 

 

② 部活動の所属 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 図 部活動への所属状況  

③ 自宅の最寄り駅・バス停 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       図 最寄り駅の認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       図 最寄りバス停の認知状況 

  

○回答者の性別は合計で、63.5％が女性となっています。 

○回答者の住所は合計で、市内が 77.8%、市外が 22.2%となっています。 

33.3%

22.2%

55.6%

25.0%

46.2%

50.0%

100.0%

36.5%

66.7%

77.8%

100.0%

44.4%

75.0%

53.8%

50.0%

100.0%

63.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

喜多方高等学校（n=18）

喜多方桐桜高等学校（n=9）

耶麻農業高等学校（n=2）

会津高等学校（n=9）

葵高等学校（n=8）

若松商業高等学校（n=13）

会津工業高等学校（n=2）

会津農林高等学校（n=1）

西会津高等学校（n=1）

合計（n=63）

性別

男性 女性 無回答

66.7%

66.7%

88.9%

100.0%

100.0%

50.0%

100.0%

77.8%

33.3%

33.3%

100.0%

11.1%

50.0%

100.0%

22.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

喜多方高等学校（n=18）

喜多方桐桜高等学校（n=9）

耶麻農業高等学校（n=2）

会津高等学校（n=9）

葵高等学校（n=8）

若松商業高等学校（n=13）

会津工業高等学校（n=2）

会津農林高等学校（n=1）

西会津高等学校（n=1）

合計（n=63）

居住地

市内 市外 無回答

○自宅の最寄り駅は合計で、「知っている」が 98.4%となっています。 

○自宅の最寄りバス停は合計で、「知らない」が 60.3%、「知っている」が 39.7%となっています。 

83.3%

100.0%

100.0%

88.9%

87.5%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

92.1%

12.5%

1.6%

16.7%

11.1%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

喜多方高等学校（n=18）

喜多方桐桜高等学校（n=9）

耶麻農業高等学校（n=2）

会津高等学校（n=9）

葵高等学校（n=8）

若松商業高等学校（n=13）

会津工業高等学校（n=2）

会津農林高等学校（n=1）

西会津高等学校（n=1）

合計（n=63）

部活動の所属

学校の部活動に所属している

学校以外の活動団体・サークルに所属している

部活動などには所属していない

無回答

94.4%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

98.4%

5.6%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

喜多方高等学校（n=18）

喜多方桐桜高等学校（n=9）

耶麻農業高等学校（n=2）

会津高等学校（n=9）

葵高等学校（n=8）

若松商業高等学校（n=13）

会津工業高等学校（n=2）

会津農林高等学校（n=1）

西会津高等学校（n=1）

合計（n=63）

最寄りの駅

知っている 知らない 無回答

50.0%

44.4%

50.0%

33.3%

25.0%

30.8%

50.0%

100.0%

39.7%

50.0%

55.6%

50.0%

66.7%

75.0%

69.2%

50.0%

100.0%

60.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

喜多方高等学校（n=18）

喜多方桐桜高等学校（n=9）

耶麻農業高等学校（n=2）

会津高等学校（n=9）

葵高等学校（n=8）

若松商業高等学校（n=13）

会津工業高等学校（n=2）

会津農林高等学校（n=1）

西会津高等学校（n=1）

合計（n=63）

最寄りのバス停

知っている 知らない 無回答

○部活動への所属状況は合計で、「学校の部活動に所属している」が 92.1%と最も多く、「部活動などに

は所属していない」が 6.3%の順となっています。 
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２） 高校の通学実態について 

① 登校・下校の時間帯 

 

 

 

 

表 登校時間帯 学校別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 下校時間帯 学校別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 通学手段 

(1) 雨・雪が「降っていない」時の手段 

 

 

 

 

表 雨・雪が「降っていない」時の登校手段（最初の手段） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 雨・雪が「降っていない」時の登校手段（次の手段） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○高校への通学で登校時間は合計で、7:30～7:59 が最も多く、次いで 8:00～8:29 となっています。 

 下校時間は、19:00～19:29 が最も多く、次いで 18:30～18:59 となっているが、傾向としては様々

な時間帯に散らばっています。 

○雨・雪が「降っていない」時の最初の登校手段は合計で、「家族等の送迎」が 36.5%で最も多く、次

の手段では、「鉄道」が 34.9%で最も多くなっています。下校手段は合計で、「自転車」が 49.2%で

最も多く、次の手段では、「鉄道」が 41.3%で最も多くなっています。 

回答者数
（n）

15:00
～

15:29

15:30
～

15:59

16:00
～

16:29

16:30
～

16:59

17:00
～

17:29

17:30
～

17:59

18:00
～

18:29

18:30
～

18:59

19:00
～

19:29

19:30
～

19:59

20:00
～

20:29

20:30
～

20:59

21:00
以降

無回答

18 2 2 3 2 2 0 1 4 2 0 0 0 0 0
100.0% 11.1% 11.1% 16.7% 11.1% 11.1% 0.0% 5.6% 22.2% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

9 0 0 0 0 0 5 3 0 1 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 55.6% 33.3% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

2 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

9 0 0 2 1 0 0 1 4 0 0 1 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 22.2% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 44.4% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0%

8 0 0 1 0 0 1 1 2 3 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 12.5% 12.5% 25.0% 37.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

13 0 1 0 2 0 0 0 0 6 1 2 1 0 0
100.0% 0.0% 7.7% 0.0% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 46.2% 7.7% 15.4% 7.7% 0.0% 0.0%

2 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

63 2 4 6 7 2 7 8 10 12 1 3 1 0 0

100.0% 3.2% 6.3% 9.5% 11.1% 3.2% 11.1% 12.7% 15.9% 19.0% 1.6% 4.8% 1.6% 0.0% 0.0%

喜多方高等学校

喜多方桐桜高等学校

耶麻農業高等学校

会津高等学校

葵高等学校

若松商業高等学校

会津工業高等学校

会津農林高等学校

西会津高等学校

合計

回答者数
（n）

路線バス

予約型乗
合交通

( みんべぇ
号 )

鉄道
喜多方市
まちなか
循環線

家族等の
送迎

保護者会
委託バス

徒歩 自転車
スクール

バス
無回答

18 0 0 4 0 7 1 3 2 1 0
100.0% 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 38.9% 5.6% 16.7% 11.1% 5.6% 0.0%

9 0 0 0 0 4 1 0 4 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 44.4% 11.1% 0.0% 44.4% 0.0% 0.0%

2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

9 0 0 4 0 2 0 0 3 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 44.4% 0.0% 22.2% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0%

8 0 0 2 0 5 0 0 1 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 62.5% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0%

13 1 0 2 0 5 0 0 5 0 0
100.0% 7.7% 0.0% 15.4% 0.0% 38.5% 0.0% 0.0% 38.5% 0.0% 0.0%

2 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

63 2 0 16 0 23 2 3 16 1 0

100.0% 3.2% 0.0% 25.4% 0.0% 36.5% 3.2% 4.8% 25.4% 1.6% 0.0%

会津工業高等学校

会津農林高等学校

西会津高等学校

合計

喜多方高等学校

喜多方桐桜高等学校

耶麻農業高等学校

会津高等学校

葵高等学校

若松商業高等学校

回答者数
（n）

路線バス

予約型乗
合交通

( みんべぇ
号 )

鉄道
喜多方市
まちなか
循環線

家族等の
送迎

保護者会
委託バス

徒歩 自転車
スクール

バス
無回答

18 0 0 4 0 4 0 1 4 1 4
100.0% 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 22.2% 0.0% 5.6% 22.2% 5.6% 22.2%

9 0 0 1 0 5 0 1 2 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 55.6% 0.0% 11.1% 22.2% 0.0% 0.0%

2 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

9 0 0 4 0 1 0 1 3 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 44.4% 0.0% 11.1% 0.0% 11.1% 33.3% 0.0% 0.0%

8 0 0 6 0 1 0 0 1 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0%

13 1 0 4 0 1 0 3 4 0 0
100.0% 7.7% 0.0% 30.8% 0.0% 7.7% 0.0% 23.1% 30.8% 0.0% 0.0%

2 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

63 1 0 22 0 14 0 6 15 1 4

100.0% 1.6% 0.0% 34.9% 0.0% 22.2% 0.0% 9.5% 23.8% 1.6% 6.3%

西会津高等学校

合計

耶麻農業高等学校

会津高等学校

葵高等学校

若松商業高等学校

会津工業高等学校

会津農林高等学校

喜多方高等学校

喜多方桐桜高等学校

回答者数
（n）

5：00
以前

5:00～
5:29

5:30～
5:59

6:00～
6:29

6:30～
6:59

7:00～
7:29

7:30～
7:59

8:00～
8:29

8:30～
8:59

9:00
以降

無回答

18 0 0 0 0 0 2 9 7 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 50.0% 38.9% 0.0% 0.0% 0.0%

9 0 0 0 0 0 0 2 3 1 0 3
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 22.2% 33.3% 11.1% 0.0% 33.3%

2 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

9 0 0 0 0 1 3 4 1 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 33.3% 44.4% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0%

8 0 0 0 0 1 0 7 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 87.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

13 0 0 0 0 2 1 8 1 0 0 1
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 15.4% 7.7% 61.5% 7.7% 0.0% 0.0% 7.7%

2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

63 0 0 0 0 4 6 32 13 3 0 5

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3% 9.5% 50.8% 20.6% 4.8% 0.0% 7.9%

葵高等学校

若松商業高等学校

会津工業高等学校

会津農林高等学校

西会津高等学校

合計

喜多方高等学校

喜多方桐桜高等学校

耶麻農業高等学校

会津高等学校
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表 雨・雪が「降っていない」時の下校手段（最初の手段） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 雨・雪が「降っていない」時の下校手段（次の手段） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 雨・雪が「降っている」時の手段 

 

 

 

 

表 雨・雪が「降っている」時の登校手段（最初の手段） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 雨・雪が「降っている」時の登校手段（次の手段） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数
（n）

路線バス

予約型乗
合交通

( みんべぇ
号 )

鉄道
喜多方市
まちなか
循環線

家族等の
送迎

保護者会
委託バス

徒歩 自転車
スクール

バス
無回答

18 0 0 3 0 4 1 3 6 1 0
100.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 22.2% 5.6% 16.7% 33.3% 5.6% 0.0%

9 0 0 2 0 3 1 0 3 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 33.3% 11.1% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0%

2 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

9 0 0 3 0 0 0 0 6 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0%

8 0 0 2 0 1 0 2 3 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 12.5% 0.0% 25.0% 37.5% 0.0% 0.0%

13 1 0 1 0 1 0 0 10 0 0
100.0% 7.7% 0.0% 7.7% 0.0% 7.7% 0.0% 0.0% 76.9% 0.0% 0.0%

2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

63 2 0 12 0 10 2 5 31 1 0

100.0% 3.2% 0.0% 19.0% 0.0% 15.9% 3.2% 7.9% 49.2% 1.6% 0.0%

若松商業高等学校

葵高等学校

会津高等学校

耶麻農業高等学校

喜多方桐桜高等学校

喜多方高等学校

合計

西会津高等学校

会津農林高等学校

会津工業高等学校

回答者数
（n）

路線バス

予約型乗
合交通

( みんべぇ
号 )

鉄道
喜多方市
まちなか
循環線

家族等の
送迎

保護者会
委託バス

徒歩 自転車
スクール

バス
無回答

18 0 0 5 0 5 0 1 3 1 3
100.0% 0.0% 0.0% 27.8% 0.0% 27.8% 0.0% 5.6% 16.7% 5.6% 16.7%

9 0 0 1 0 4 0 2 2 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 44.4% 0.0% 22.2% 22.2% 0.0% 0.0%

2 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

9 0 0 5 0 1 0 1 2 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 55.6% 0.0% 11.1% 0.0% 11.1% 22.2% 0.0% 0.0%

8 0 0 6 0 1 0 0 1 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0%

13 0 0 6 0 2 0 1 3 0 1
100.0% 0.0% 0.0% 46.2% 0.0% 15.4% 0.0% 7.7% 23.1% 0.0% 7.7%

2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

63 0 0 26 0 15 1 5 11 1 4

100.0% 0.0% 0.0% 41.3% 0.0% 23.8% 1.6% 7.9% 17.5% 1.6% 6.3%

喜多方桐桜高等学校

喜多方高等学校

合計

西会津高等学校

会津農林高等学校

会津工業高等学校

若松商業高等学校

葵高等学校

会津高等学校

耶麻農業高等学校

回答者数
（n）

路線バス

予約型乗
合交通

( みんべぇ
号 )

鉄道
喜多方市
まちなか
循環線

家族等の
送迎

保護者会
委託バス

徒歩 自転車
スクール

バス
無回答

18 0 0 3 0 7 1 3 3 1 0
100.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 38.9% 5.6% 16.7% 16.7% 5.6% 0.0%

9 0 0 0 0 6 1 0 2 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 11.1% 0.0% 22.2% 0.0% 0.0%

2 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

9 0 0 4 0 4 0 1 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 44.4% 0.0% 44.4% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0%

8 0 0 2 0 6 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

13 3 0 3 0 4 1 1 1 0 0
100.0% 23.1% 0.0% 23.1% 0.0% 30.8% 7.7% 7.7% 7.7% 0.0% 0.0%

2 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

63 4 0 14 0 28 4 5 7 1 0

100.0% 6.3% 0.0% 22.2% 0.0% 44.4% 6.3% 7.9% 11.1% 1.6% 0.0%

会津工業高等学校

会津農林高等学校

西会津高等学校

合計

喜多方高等学校

喜多方桐桜高等学校

耶麻農業高等学校

会津高等学校

葵高等学校

若松商業高等学校

回答者数
（n）

路線バス

予約型乗
合交通

( みんべぇ
号 )

鉄道
喜多方市
まちなか
循環線

家族等の
送迎

保護者会
委託バス

徒歩 自転車
スクール

バス
無回答

18 0 0 4 0 4 0 3 2 1 4
100.0% 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 22.2% 0.0% 16.7% 11.1% 5.6% 22.2%

9 0 0 1 0 4 0 2 0 0 2
100.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 44.4% 0.0% 22.2% 0.0% 0.0% 22.2%

2 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

9 0 0 4 0 2 0 1 2 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 44.4% 0.0% 22.2% 0.0% 11.1% 22.2% 0.0% 0.0%

8 0 0 6 0 1 0 0 1 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0%

13 1 0 3 0 1 0 5 2 0 1
100.0% 7.7% 0.0% 23.1% 0.0% 7.7% 0.0% 38.5% 15.4% 0.0% 7.7%

2 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

63 2 0 20 0 13 0 12 8 1 7

100.0% 3.2% 0.0% 31.7% 0.0% 20.6% 0.0% 19.0% 12.7% 1.6% 11.1%

西会津高等学校

合計

耶麻農業高等学校

会津高等学校

葵高等学校

若松商業高等学校

会津工業高等学校

会津農林高等学校

喜多方高等学校

喜多方桐桜高等学校

○雨・雪が「降っている」時の最初の登校手段は合計で、「家族等の送迎」が 44.4%で最も多く、次の手

段では、「鉄道」が 31.7%で最も多くなっています。下校手段は合計で、「徒歩」が 30.2%で最も多

く、次の手段では、「鉄道」が 38.1%で最も多くなっています。 
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表 雨・雪が「降っている」時の下校手段（最初の手段） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 雨・雪が「降っている」時の下校手段（次の手段） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 利用する公共交通 

 

 

 

表 利用する公共交通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ よく利用する鉄道・路線バス 

 

 

 

 

表 よく利用する鉄道の駅名（登校時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数
（n）

路線バス

予約型乗
合交通

( みんべぇ
号 )

鉄道
喜多方市
まちなか
循環線

家族等の
送迎

保護者会
委託バス

徒歩 自転車
スクール

バス
無回答

18 0 0 3 0 6 1 7 0 1 0
100.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 33.3% 5.6% 38.9% 0.0% 5.6% 0.0%

9 0 0 2 0 5 1 0 1 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 55.6% 11.1% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0%

2 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

9 2 0 4 0 0 0 2 1 0 0
100.0% 22.2% 0.0% 44.4% 0.0% 0.0% 0.0% 22.2% 11.1% 0.0% 0.0%

8 1 0 3 0 1 0 3 0 0 0
100.0% 12.5% 0.0% 37.5% 0.0% 12.5% 0.0% 37.5% 0.0% 0.0% 0.0%

13 4 0 1 0 1 0 4 3 0 0
100.0% 30.8% 0.0% 7.7% 0.0% 7.7% 0.0% 30.8% 23.1% 0.0% 0.0%

2 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

63 8 0 15 0 13 2 19 5 1 0

100.0% 12.7% 0.0% 23.8% 0.0% 20.6% 3.2% 30.2% 7.9% 1.6% 0.0%

葵高等学校

若松商業高等学校

会津工業高等学校

会津農林高等学校

西会津高等学校

合計

喜多方高等学校

喜多方桐桜高等学校

耶麻農業高等学校

会津高等学校

回答者数
（n）

路線バス

予約型乗
合交通

( みんべぇ
号 )

鉄道
喜多方市
まちなか
循環線

家族等の
送迎

保護者会
委託バス

徒歩 自転車
スクール

バス
無回答

18 0 0 4 0 3 0 1 4 1 5
100.0% 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 16.7% 0.0% 5.6% 22.2% 5.6% 27.8%

9 1 0 1 0 2 0 2 1 0 2
100.0% 11.1% 0.0% 11.1% 0.0% 22.2% 0.0% 22.2% 11.1% 0.0% 22.2%

2 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

9 0 0 5 0 2 0 1 1 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 55.6% 0.0% 22.2% 0.0% 11.1% 11.1% 0.0% 0.0%

8 0 0 5 0 2 0 1 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 62.5% 0.0% 25.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0%

13 1 0 6 0 2 0 2 1 0 1
100.0% 7.7% 0.0% 46.2% 0.0% 15.4% 0.0% 15.4% 7.7% 0.0% 7.7%

2 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

63 3 0 24 0 12 1 7 7 1 8

100.0% 4.8% 0.0% 38.1% 0.0% 19.0% 1.6% 11.1% 11.1% 1.6% 12.7%

会津工業高等学校

会津農林高等学校

西会津高等学校

合計

喜多方高等学校

喜多方桐桜高等学校

耶麻農業高等学校

会津高等学校

葵高等学校

若松商業高等学校

○利用する公共交通は合計で、鉄道（JR）が 54.0%で最も多くなっています。また、路線バスの利用は

７人で約 1割強となっています。 

回答者数
（n）

喜多方駅
→会津若

松駅

塩川駅→
会津若松

駅

山都駅→
喜多方駅

姥堂駅→
野沢駅

塩川駅→
喜多方駅

上野尻駅
→喜多方

駅

広田駅→
会津豊川

駅

磐梯駅→
喜多方駅

広田駅→
喜多方駅

野沢駅→
山都駅

未回答

6 0 0 2 0 1 1 0 1 1 0 0

100.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 16.7% 16.7% 0.0% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0%

2 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%
7 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

100.0% 85.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3%
7 5 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0% 71.4% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
7 5 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0% 71.4% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%
1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

33 17 5 2 1 1 1 1 1 1 1 2

100.0% 51.5% 15.2% 6.1% 3.0% 3.0% 3.0% 3.0% 3.0% 3.0% 3.0% 6.1%

会津工業高等学校

会津農林高等学校

西会津高等学校

合計

喜多方高等学校

喜多方桐桜高等学校

耶麻農業高等学校

会津高等学校

葵高等学校

若松商業高等学校

○よく利用する鉄道は合計で、登校時は「喜多方駅→会津若松駅」が 51.5%を占めています。下校時は、 

「会津若松駅→喜多方駅」が 51.5%を占めています。 

○よく利用する路線バスは、３人ともすべて違うバス停の利用となっています。 

 

喜多
方市ま
ちなか
循環
線

塩川 ・
喜多
方線

熊倉 ・
塩川
線

喜多
方 ・
坂下
線

裏磐
梯線

上三宮
コース

岩月
コース

関柴
コース

熊倉
コース

慶徳
コース

熱塩
コース

加納
コース

塩川
東コー

ス

塩川
西コー

ス

中央
コース

蓬莱 ・
三津

合コー
ス

朝倉 ・
一郷
コース

揚津
コース

磐見
コース

ＪＲ
磐越
西線

18 18 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 11

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 61.1%

9 10 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 6

100.0% 111.1% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 0.0% 66.7%

2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0%

9 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 1 2

100.0% 111.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 77.8% 0.0% 11.1% 22.2%

8 9 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 0 0

100.0% 112.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

13 13 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 0 4

100.0% 100.0% 0.0% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 53.8% 0.0% 0.0% 30.8%

2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

63 66 1 2 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 34 0 2 23

100.0% 104.8% 1.6% 3.2% 0.0% 4.8% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 54.0% 0.0% 3.2% 36.5%
合計

喜多方高等学校

喜多方桐桜高等学校

耶麻農業高等学校

会津高等学校

葵高等学校

若松商業高等学校

路線バス

会津工業高等学校

会津農林高等学校

西会津高等学校

鉄道
（JR)

タク
シー

その
他

無回
答

回答者数
（n）

予約型乗合交通（みんべえ号）

喜多方エリア 熱塩加納エリア 塩川エリア 山都エリア 高郷エリア

回答者数
（MA）
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表 よく利用する鉄道の駅名（下校時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 よく利用するバス停の駅名（登校時）        表 よく利用するバス停の駅名（下校時） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 公共交通に対する不満 

 

 

 

表 公共交通に対する不満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 公共交通を利用しない理由 

 

 

 

     表 公共交通を利用しない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数
（n）

会津若松
駅→喜多

方駅

会津若松
駅→塩川

駅

喜多方駅
→広田駅

喜多方駅
→山都駅

喜多方駅
→塩川駅

喜多方駅
→磐梯駅

喜多方駅
→野沢駅

山都駅→
野沢駅

野沢駅→
姥堂駅

未回答

6 0 0 1 2 1 1 1 0 0 0

100.0% 0.0% 0.0% 16.7% 33.3% 16.7% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0%

2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
100.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

7 6 0 0 0 0 0 0 0 0 1
100.0% 85.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3%

7 5 2 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 71.4% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

7 5 2 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 71.4% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
100.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

33 17 5 2 2 1 1 1 1 1 2

100.0% 51.5% 15.2% 6.1% 6.1% 3.0% 3.0% 3.0% 3.0% 3.0% 6.1%

喜多方高等学校

喜多方桐桜高等学校

西会津高等学校

合計

耶麻農業高等学校

会津高等学校

葵高等学校

若松商業高等学校

会津工業高等学校

会津農林高等学校

回答者数
（n）

上町一丁
目→喜多
方街道入

口

会津若松
駅→鶴ヶ
城西口

イオンタウ
ン塩川→
神明通り

未回答

1 0 0 0 1

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

1 0 0 0 1

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
0 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
0 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
1 0 0 0 1

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
2 0 1 1 0

100.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%
0 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
1 1 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%
0 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

6 1 1 1 3

100.0% 16.7% 16.7% 16.7% 50.0%

西会津高等学校

合計

喜多方高等学校

喜多方桐桜高等学校

耶麻農業高等学校

会津高等学校

葵高等学校

若松商業高等学校

会津工業高等学校

会津農林高等学校

○公共交通に対する不満は、「運休や遅れなどの情報がわからない・わかりづらい」「不満はない」が

19.0%ずつと最も多く、次いで「学校から最寄りの駅やバス停が遠い」が 17.5%と続いています。 

 

 

○公共交通を利用しない理由は、「家族などに送迎してもらえるから」が 23.8%と最も多く、次いで「徒

歩や自転車で通学できるから」が 20.6%となっています。 

回答者数
（n）

喜多方駅前
→ウェルシ
ア喜多方常

磐店前

神明通り→
イオンタウ

ン塩川

喜多方街道
入口→不明

未回答

1 0 0 0 1

100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

1 1 0 0 0
100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0 0 0 0 0
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0 0 0 0 0
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 0 0 0 1
100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

2 0 1 0 1
100.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0%

0 0 0 0 0
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 0 0 1 0
100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

0 0 0 0 0
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

6 1 1 1 3

100.0% 16.7% 16.7% 16.7% 50.0%

葵高等学校

若松商業高等学校

会津工業高等学校

会津農林高等学校

西会津高等学校

合計

喜多方高等学校

喜多方桐桜高等学校

耶麻農業高等学校

会津高等学校

回答者数
（n）

回答者数
（MA）

家族などに送
迎してもらえ

るから

徒歩や自転
車で通学でき

るから

運行時間が
登校の時間

に間に合わな
いから

予約が面倒
だから

運賃が高い
から

運行時間が
下校の時間

に合わないか
ら

自宅付近を公
共交通が運
行していない

から

公共交通を乗
り継ぐのが面

倒だから

どのように運
行しているか
知らないから

知らない人と
乗り合うこと

が不安だから

学校近くに停
留所が無い

から
その他 無回答

18 16 8 7 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 7

100.0% 88.9% 44.4% 38.9% 0.0% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 38.9%

9 12 4 4 0 1 2 0 0 1 1 0 0 0 3

100.0% 133.3% 44.4% 44.4% 0.0% 11.1% 22.2% 0.0% 0.0% 11.1% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3%

2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

100.0% 100.0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100%

9 10 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 7

100.0% 111.1% 11.1% 11.1% 11.1% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 77.8%

8 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8

100.0% 100.0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100%

13 16 2 1 2 1 0 2 1 0 0 0 0 0 9

100.0% 123.1% 15.4% 7.7% 15.4% 7.7% 0.0% 15.4% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 69.2%

2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

100.0% 100.0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100%

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

100.0% 100.0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100%

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

63 68 15 13 3 3 3 2 1 1 1 1 0 0 40

100.0% 107.9% 23.8% 20.6% 4.8% 4.8% 4.8% 3.2% 1.6% 1.6% 1.6% 1.6% 0.0% 0.0% 63.5%

西会津高等学校

合計

葵高等学校

若松商業高等学校

会津工業高等学校

喜多方高等学校

喜多方桐桜高等学校

耶麻農業高等学校

会津高等学校

会津農林高等学校

回答者数
（n）

回答者数
（MA）

運休や遅れ
などの情報
がわからな
い・わかりづ

らい

不満はない

学校から最
寄りの駅や
バス停が遠

い

登校時（朝）
の運行時間

が早い

下校時（夕
方以降）の
運行時間が

遅い

学校から最
寄りの駅や
バス停が遠

い

運賃が高い

雨や雪の日
になると公

共交通が急
に混む

下校時（夕
方以降）の
運行時間が

早い

駐輪場に安
心して自転
車を止めら

れない

バス停での
待合場所が

ない

暗くなってか
ら駅やバス
停から歩い
て帰宅する
のが不安

駐輪場所を
見つけるの
に苦労する

登校時（朝）
の運行時間

が遅い
その他 無回答

18 22 1 3 1 2 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 1 11

100.0% 122.2% 5.6% 16.7% 5.6% 11.1% 0.0% 11.1% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.6% 61.1%

9 14 1 0 1 1 2 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 6

100.0% 100.0% 7.1% 0.0% 7.1% 7.1% 14.3% 7.1% 7.1% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 42.9%

2 8 1 1 0 0 1 1 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0

100.0% 100.0% 12.5% 12.5% 0.0% 0.0% 12.5% 12.5% 12.5% 12.5% 12.5% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

9 23 1 3 5 1 2 2 2 1 0 1 1 0 1 0 1 2

100.0% 100.0% 4.3% 13.0% 21.7% 4.3% 8.7% 8.7% 8.7% 4.3% 0.0% 4.3% 4.3% 0.0% 4.3% 0.0% 4.3% 8.7%

8 17 4 2 2 1 2 0 1 1 1 0 0 0 0 0 3 0

100.0% 100.0% 23.5% 11.8% 11.8% 5.9% 11.8% 0.0% 5.9% 5.9% 5.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 17.6% 0.0%

13 23 3 3 1 3 1 1 1 1 3 1 0 0 0 0 1 4

100.0% 100.0% 13.0% 13.0% 4.3% 13.0% 4.3% 4.3% 4.3% 4.3% 13.0% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.3% 17.4%

2 5 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0%

1 4 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

100.0% 100.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 3 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

63 119 12 12 11 10 9 9 7 6 6 3 2 1 1 0 7 23

100.0% 188.9% 19.0% 19.0% 17.5% 15.9% 14.3% 14.3% 11.1% 9.5% 9.5% 4.8% 3.2% 1.6% 1.6% 0.0% 11.1% 36.5%

会津工業高等学校

会津農林高等学校

西会津高等学校

合計

喜多方高等学校

喜多方桐桜高等学校

耶麻農業高等学校

会津高等学校

葵高等学校

若松商業高等学校
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３） 公共交通に関するご意見・要望 

 

 

学校名 項目・意見 

喜多方高等学校 

〇高校生の帰宅時間にあうようにしてほしい。 

〇電車時間をもっと増やしてほしい。 

〇運行の時間の間隔を狭くする（バスが出る回数を増やす）。 

〇通勤通学用の小さい車両を導入してほしい。特に通勤・通学時間帯や下校帰宅時間

の本数を増やし、路線を拡充してほしい。 

例）ハイエースや小型バスなどを使う。路線は、通勤時間帯の本数を増やし、慶徳な

ど遠隔地にも路線を増やす。 

〇駅の近くに若者が行きやすいお店を作り、利用者を増やしてほしい。 

〇公共交通の存在をアピールし、使用するメリットを宣伝する必要がある。 

喜多方桐桜高等学校 

〇電車の本数をもっと増やしてほしい。 

〇一部区間、無料にしてほしい。 

〇運賃を安くしてほしい。 

〇バスの来る時間を書いた紙を学校のお手紙として配る。 

耶麻農業高等学校 

〇季節の草花の栞や写真を飾る。 

〇磐越西線と只見線の乗り換えができない時間帯があります。特に、磐越西線の 10 時

台と 13 時台です。只見線か磐越西線の、時間を変えて欲しいと思います。 

会津高等学校 

〇安くして欲しい。 

〇磐越西線と只見線の乗り換えができない時間帯があります。特に、磐越西線の 10 時 

台と 13 時台です。只見線か磐越西線の、時間を変えて欲しいと思います。 

〇便を増やしてほしい。利用できる時間帯を増やしてほしい。 

〇市内だけではなく、近隣の市への移動も便利になると良い。 

〇現状、鉄道の走っていない時間帯を調整してほしい。学校の時間割を聞いて、本数、

時間帯などを調整してほしい。 

〇通学時間帯に使える交通機関がなく、家族の送迎や自転車でしか登校の手段が無

い。もしも、自宅の近くに乗降場があって、通学時間帯にもみんべぇ号の様な交通機

関があったら便利だと思うし、多くの人が利用すると思う。 

葵高等学校 

〇料金を安くしてほしい。 

〇駅を巡るイベントを開いてほしい。 

〇通学時に座れるように、列車を増やしてほしい。 

〇駅員さんやバスの運転手さんがすごく不親切で嫌な思いを何度もしたことがあるの

で、まずは親切に対応することだと思います。 

若松商業高等学校 

〇もっと電車の本数を増やしてほしい。 

〇料金の安くしてほしい。 

〇バスの発車と電車の着時間を合わせて欲しい 

会津工業高等学校 
〇朝の電車の車両を増やしてほしい。 

〇迷惑な客の規制をしてほしいと思います。 

会津農林高等学校 〇本数を増やしてほしい。雪や雨の日に少し本数を増してほしい。運賃の減額。 

 

 

４） 通学に関する保護者のご意向 

① お子様の通学手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 通学時の公共交通利用有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 利用する公共交通 

 

表 利用する公共交通（その他）        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 公共交通にかかる月額利用料金  

○公共交通の自由意見は、のべ 32 件ありました。各高校の主な意見としては下記のとおりです。 

○通学時の公共交通利用有無は、「利用している」が 70.2%を占めています。 

○利用する公共交通は、JR 磐越西線が 86.4%と大多数を占めています。 

○公共交通にかかる月額利用料金は、「5,000～10,000 円」が 54.2%で最も多く、次いで「10,000～

15,000」が 11.9％となっています。 

54.2%

11.9%

5.1%

1.7%

1.7%

0% 20% 40% 60%

5,000円未満

5,000～10,000円

10,000～15,000円

15,000～20,000円

20,000～25,000円

25,000～30,000円

30,000以上

無回答 n=59

3.4%

3.4%

6.8%

86.4%

1.7%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

喜多方市まちなか循環線

塩川 ・ 喜多方線

熊倉 ・ 塩川線

喜多方 ・ 坂下線

裏磐梯線

上三宮コース

岩月コース

関柴コース

熊倉コース

慶徳コース

熱塩コース

加納コース

塩川東コース

塩川西コース

中央コース

蓬莱 ・ 三津合コース

朝倉 ・ 一郷コース

揚津コース

磐見コース

ＪＲ磐越西線

タクシー

その他

無回答

n=59

MA=62

路線バス 

予約型乗合交通 

（みんべぇ号） 

回答数 割合
喜多方.山都線 1 50.0%
保護者会バス 1 50.0%
無回答 0 0.0%
合計 2 100.0%

利用している
70.2%

利用してい

ない
29.8%

n=84
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事情があるときに、

送迎を行っている

（悪天候時など）
43.2%

日常的に、通学のため

だけに送迎している
29.7%

日常的に、通勤

などのついでに

送迎している
20.3%

その他
6.8%

n=74

② 通学時の送迎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 通学時の送迎有無               図 通学時の送迎の仕方 

 

表 通学時の送迎の仕方（その他） 

 

 

 

 

 

 

表 通学時の送迎先 駅名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 通学時の送迎先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 通学時の送迎者のお子様から見た続柄         図 通学時の送迎の負担有無 

 

 

 

表 通学時の送迎における負担理由  

（その他（ご自身のこと）） 

 

 

 

 

 

 

 

表 通学時の送迎における負担理由  

（その他（お子様のこと）） 

 

 

 

 

 

 

図 通学時の送迎における負担理由 

 

 

  

送迎した
88.1%

送迎していない
11.9%

n=84

回答数 割合
朝のみ送迎 1 20.0%
下校時間とバス時間が合わない時 1 20.0%
学校の終了時間に合う電車が無い 1 20.0%
バス時間があわない時迎え行く 1 20.0%
部活が遅いので帰りだけ迎えに行く。 1 20.0%
無回答 0 0.0%
合計 5 100.0%

学校
56.8%

駅
43.2%

n=74

90.5%

54.1%

12.2%

9.5%

4.1%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母

父

祖母

祖父

兄・姉

友人家族

その他

無回答
n=74

MA=129

回答数 割合
喜多方駅 15 46.9%
塩川駅 4 12.5%
喜多方 3 9.4%
会津若松駅 2 6.3%
野沢駅 2 6.3%
塩川 1 3.1%
磐梯町駅 1 3.1%
東長原駅 1 3.1%
喜多方東高校バス停 1 3.1%
会津本郷 1 3.1%
堂島駅 1 3.1%
無回答 0 0.0%
合計 32 100.0%

回答数 割合
昔からしたら、贅沢だと思
う。カッパを着て、自転車で
通学していたものです。

1 100.0%

無回答 0 0.0%
合計 1 100.0%

90.7%

33.3%

13.0%

3.7%

27.8%

51.9%

24.1%

1.9%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お子さんの活動時間に合わせて、仕事や

家事等の都合を合わせなければいけない

自動車の燃料代などがかかるため経済的

に負担を感じる

自動車を運転しなければならないことに負

担を感じる

その他（ご自身のこと）

通勤時間などに合わせて送迎しているた

め、活動を制限させていると思う

待たせなければいけない時間があるため、

負担を感じさせていると思う

友人などとの自由な時間を持つことができ

ていないのではないかと思う

その他（お子様のこと）

無回答

n=54

MA=134

回答数 割合
夜や冬場の道路の運転がこわい 1 50.0%

自宅と会社の間が遠回りに
なるので、面倒くさいと思う
時がたまにある。

1 50.0%

無回答 0 0.0%
合計 2 100.0%

○最近 30 日以内の通学時の送迎は、「送迎した」が 88.1%を占めています。 

○通学時の送迎の仕方は、「事情があるときに、送迎を行っている（悪天候時など）」が 43.2%で最も多く、

次いで、「日常的に、通学のためだけに送迎している」が 29.7%となっています。 

○通学時の送迎の負担有無は、「負担になっていると感じたことがある」が 73.0%を占めています。 

○通学時の送迎における負担の理由は、ご自身の中では、「お子さんの活動時間に合わせて、仕事や家事等

の都合を合わせなければいけない」が 90.7%と最も多く、お子様の中では、「待たせなければいけない

時間があるため、負担を感じさせていると思う」が 51.9%と最も多くなっています。 

 

負担になっていると

感じたことがある
73.0%

負担になって

いると感じた

ことはない
27.0%

n=74

ご

自

身 

お

子

様 
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③ 保護者会委託バスについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 保護者会委託バスの利用有無        図 保護者会委託バスにかかる月額利用料金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 保護者会委託バスを利用する理由 

 

 

④ 高校進学を選択する上での公共交通の影響について 

 

 

 

 

表 高校進学時における公共交通の影響（その他） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 高校進学時における公共交通の影響 

 

⑤ 通学に関して、公共交通の運行内容等、話題になったこと 

 

 

項目・意見 

〇電車の本数が少ないため時間を無駄にしている。せめて 1 時間に 1 本は運行してほしい。 

〇電車だけでなく、喜多方方面へのバスなどがあるといいと話題になることがある。 

〇台風や強風、大雪など天候での運休や遅れについて情報を共有している。 

〇猪苗代から喜多方高校に通っているが、始発に乗っても朝の学活には間に合わない。定期テストの時は送迎しないと開始時 

間に間に合わないなどの不便さがある。 

〇登校時丁度する時間のバスがなく、天候悪化時などはタクシーを利用する時なあり経済的に負担がかかる。 

〇乗り遅れた際の若松駅での待ち時間の長さ。 

〇最寄り駅から始発で乗車して乗り換えても学区が変わり、徒歩だと学校まで数分違いで急いでもほぼ間に合わない。 

〇始発や乗り換え時間がもう少しだけ早ければ降車後安全に通学できると思う。 

〇もう少し通学に合わせた時間の公共交通があればいいが、それが出来ないなら学校側で他の手段を考えればいい。 

また、現実問題として送迎が当たり前の世の中となっている今、学校の前まで送迎するなと言うのも厳しいと思う。こちらとし

ては、専用の駐車場等を準備してもらわないと、路上駐車で周りにも迷惑をかけてしまう。 

〇土日祝日運行で平日の朝 1 番がなくなり、いつもの登校時間に間に合わず、自家用車で送ったり、鉄道を利用する事が多々 

あり不便を感じている。 

〇テスト期間中は早く終わるが、迎えに行けない。今迄若松から家近く迄のバスがあったが、無くなってしまったのがつらい。 

〇帰りの列車時刻に駅まで迎えに行くのが高齢の祖父であることが多く、今後免許返納をした場合の事などを考えると、通学時 

間に合った、喜多方駅から山都高郷方面へのバス運行が出来ないものかと話した事があります。 

両親の共働き世帯は多く、送迎に祖父母が協力している家庭は多いと考えます。 

最近の高齢者運転による交通事故の問題等も考えると心配する部分があり、公共交通の運行も喜多方市街地ばかりでは 

なく、近隣の市町村との連携された運行を検討して頂ける事を願います。 

〇会津本郷駅から山都駅へ通学していますが、雨や雪で急に止まったり、乗り換えでの待ち時間が長い。 

特に高校の選択に

影響はなかった
51.2%自宅から公共交通などで通

学できることが高校を選択

するときの必須条件だった
25.0%

自宅から公共交通などで

通学できれば望ましいと考

えていた（必須ではない）
22.6%

その他
1.2%

n=84

回答数 割合

東の時は時間も仕事の時間と差があまり
無かったので問題なく送迎出来ていた
が、喜校と合併する事により30分程早く
なり送迎して戻ってまた仕事に向かわな
ければいけなくなった。だからと言って他
の手段での通学も考えてはいない。

1 100.0%

無回答 0 0.0%
合計 1 100.0%

○保護者会委託バスの利用は、「利用していない」が 95.2％と大多数を占め、「利用している」は 4.8%と

なっています。 

〇保護者会委託バスにかかる月額利用料金は、「15,000～20,000 円」が 100%を占めています。 

〇保護者会委託バスを利用する理由は、「乗り換えせず直接学校まで行けるから」が 75.0%となっていま 

す。 

○お子様が、高校進学を選択する上での公共交通の影響は、「特に高校の選択に影響はなかった」が 51.2%

と過半数を占めております。ついで、「自宅から公共交通などで通学できることが高校を選択するときの

必須条件だった」が、25.0%となっています。 

○公共交通の運行内容等の自由意見は、のべ 34件ありました。主な意見としては下記のとおりです。 

100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5,000円未満

5,000～10,000円

10,000～15,000円

15,000～20,000円

20,000～25,000円

25,000～30,000円

30,000以上

無回答
n=4

利用している
4.8%

利用して

いない
95.2%

n=84

75.0%

50.0%

50.0%

25.0%

25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乗り換えせず直接学校まで行けるから

登下校で遅刻する心配がないから

一般客と乗り合わせないから

運賃が路線バスより安いから

必ず座席に座れるから

その他

特にない

無回答 n=4

MA=9
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２-４ 施設等ヒアリングの実施結果 

２-４-１ 調査結果 

１） 施設の属性 

① 病院施設の外来患者数 

 

 

表 １カ月間あたりと１日あたりの外来患者数 

 

 

 

 

 

 

表 １カ月間あたりの外来患者の割合 

 

 

 

         

 

② 病院施設の外来の時間帯、移動手段、駐車場に関する実態 

 

 

 

 

 

 

表 外来の多い時間帯            表 外来患者の主な移動手段の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 表 駐車場に関する実態 

 

 

 

 

 

 

２） 施設の移動サービスの実態 

① 移動サービスの実施状況 

 

 

 

 (1)旅館・診療所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 移動サービス実施有無（旅館・診療所） 

 

(2)病院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 移動サービス実施有無（病院） 

 

 

  

○一ヶ月あたりの外来患者数は、喜多方市が全体で 89.0%となっています。 

○外来の利用の多い時間帯で利用者が来る時間帯は 9:00～9:30 で、利用者が帰る時間帯は 11時が最も多く

なっています。 

○外来患者の主な移動手段の割合は、自分で運転が最も多く、次いで自家用車（送迎）、タクシーとなっていま

す。 

○駐車場に関して、無料にしている病院施設は、１件となっています。 

○移動サービスの実施有無は、旅館・診療所では、「運行している」が 33.3%、病院では 50.0%となっ

ています。 

運行して

いない
66.7%

運行し

ている
33.3%

n=24

運行して

いない
50.0%

運行し

ている
50.0%

n=4

喜多方市 会津若松市 会津坂下町 北塩原村 湯川村 西会津町 磐梯町 その他 合計

1 900 8 9 20 0 2 0 10 949 30
2 748 62 30 38 7 23 6 71 985 76
3 2,312 41 14 91 1 16 2 38 2,515 212
4 - - - - - - - - - 21

全体 3,960 111 53 149 8 41 8 119 4,449 318

１か月間あたりの外来患者数(人)
No.

１日あたりの
外来患者数(人)

喜多方市 会津若松市 会津坂下町 北塩原村 湯川村 西会津町 磐梯町 その他 合計

1 94.8% 0.8% 0.9% 2.1% 0.0% 0.2% 0.0% 1.1% 100.0%
2 75.9% 6.3% 3.0% 3.9% 0.7% 2.3% 0.6% 7.2% 100.0%
3 91.9% 1.6% 0.6% 3.6% 0.0% 0.6% 0.1% 1.5% 100.0%
4 - - - - - - - - -

全体 89.0% 2.5% 1.2% 3.3% 0.2% 0.9% 0.2% 2.7% 100.0%

No.
１か月間あたりの外来患者の割合(％)

利用者が来る
時間帯

利用者が帰る
時間帯

1 9:30 10:30
2 9:00 12:00
3 9:00 11:00
4 9:30 11:00

外来の利用の多い時間帯

No. 自分で
運転

自家用車
（送迎)

タクシー バス
送迎
バス

バイク 自転車 徒歩

1 55% 30% 13% 0% 0% 0% 1% 1%
2 - - - - - - - -
3 - - - - - - - -
4 70% 10% 10% 3% 3% 0% 2% 2%

No.

外来患者の主な移動手段の割合(％)

1 確保済 51 充分 駐車場無料

2 確保済 65 充分 なし

3 確保済 65 充分 なし

4 確保済 19 充分 なし

駐車場の確保
駐車可能
台数（台）

駐車場の
充足状況

実施している駐車場
サービス

No.
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② 移動サービス事業者の事業内容 

    施設における移動サービス事業の内容は以下の表のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 移動サービス事業者一覧 

 

往路 復路 往路 復路 職員 車両数 業者名 車両数

1
熱塩温泉
帰郷のお宿　ふじや

ダイヤ非固定、ルート非固定 - - - - - - 誰でも可 事前に電話予約
自社車両で社員
が運転 2 2 - - - ● ● -

車両維持の費用が高い。送迎時間の希
望に添えない。飲食を控えてほしい。

2 熱塩温泉 山形屋 ダイヤ固定、ルート固定 1 喜多方駅～施設 3 3
15:00～
17:00

9:00～
11:00

誰でも可 事前に電話予約
自社車両で社員
が運転 3 1 - - - ● ● -

車両の維持費用が高い。従業員の負担
が大きい。送迎設定時間以外の移動手
段がない。

3 いいでのゆ ダイヤ非固定、ルート非固定 - - - - - -
宿泊又は宴会利
用等

事前に電話予約
自社車両で社員
が運転 2 2 - - - ● ● ●

マイクロバス運行等、大型免許が必要に
なる。

4 志ぐれ亭 ダイヤ非固定、ルート非固定 2
喜多方駅～施設、及
び、会食の送迎

- - - -
宿泊客と高単価
な一部会食のみ

事前に電話予約 時々で異なる - - - - - ● ● -

運行に関わる経費が高い。マイクロバス
で迎えに行くと2～3人しか乗らない。迎え
に行ったら「乗り切れたから不要」と言わ
れる。「帰りは不要」と当日（送る頃に）言
われる等

1 武田医院 ダイヤ固定、ルート固定 3
施設～塩川、湯川～
施設

1 1
8:00～
10:00

- 誰でも可 事前に電話予約
自社車両で社員
が運転 2 1 - - - - ● - 特になし

2
医療生協　きたかた
診療所

ダイヤ固定、ルート固定 2 豊川、慶徳、岩月 2 2
8:00～
9:00

10:00～
11:00

今あるコースの
該当者、または
診療所から比較
的近い方

毎月の受診日に次
回の案内をする。

自社車両で委託
業者が運転 - -

シルバー
人材セン

ター
1 - - - ● 特になし

3 医療法人　いとう眼科
ダイヤ固定、ルート固定
ダイヤ非固定、ルート非固定 10

西会津、山都、熱塩、
塩川～施設

3 2
8:00～
10:00

13:00～
15:00

誰でも可
指定の場所で待機
（予約不要）

自社車両で委託
業者が運転 - - ARK 3 - - ● -

患者の利用数が減っている中で、ドライ
バー・車両維持等の経費負担が大きい。

4 医療法人　健仁会 ダイヤ固定、ルート固定 10 - 4 4
7:00～
8:00

9:00～
12:00

予約制 事前に電話予約
自社車両で社員
が運転 4 4 - - - - ● ● 特になし

1
医療法人　昨雲会
飯塚病院

ダイヤ固定、ルート固定 5

HP～喜多方駅・HP～
山都あいかわ・HP～
大塩熊倉・HP～熱塩
加納、透析患者のみ
自宅送迎

7 8
8:00～
17:30

8:00～
14:00

誰でも可
指定の場所で待機
（予約不要）

自社車両で社員
が運転

自社車両で委託
業者が運転

5 5 - 1 ● ● ● - 運行本数が多い

2
医療法人　昨雲会
有隣病院

ダイヤ固定、ルート固定 5

HP～喜多方駅・HP～
山都あいかわ・HP～
大塩熊倉・HP～熱塩
加納、透析患者のみ
自宅送迎

7 8
8:00～
17:30

8:00～
14:00

誰でも可
指定の場所で待機
（予約不要）

自社車両で社員
が運転

自社車両で委託
業者が運転

5 5 - 1 ● ● ● - 運行本数が多い

運行上の問題点

１日あたりの
運行本数

運行時間

自社 委託業者

運行体制

サービスの
利用

利用方法 運行方法

運行車両

中型バス
車両

（路線バス
同程度）

小型バス
車両

（マイクロ
バス同程度）

大型車両
（ハイエース

同程度）

小型車両
（タクシー
同程度）

診療所

病院

カテゴリー 施設名 運行方法
運行

路線数
運行方面

旅館

No.
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③ 移動サービスの実施をしていない施設について 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)旅館・診療所 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 移動サービス実施有無        図 過去の移動サービス実施有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 運行を辞めた理由          図 運行していた時の車両の活用方法 

 

表 運行を辞めた理由（その他） 

 

 

 

 

 

(2)病院 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 移動サービス実施有無          図 過去の移動サービス実施有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 運行を辞めた理由            図 運行していた時の車両の活用方法 

 

④ 施設への移動手段の確保について 

 

 

No. カテゴリー 項目・意見 

1 

旅館 

〇JR の電車でお越しの方が遠いので、料金がかかりすぎで困っているようだ。 

2 〇施設への公共交通などで移動することが出来ない。駅からタクシーを使うと移動の費用が高い。 

3 〇自家用車の御利用が多い。電車でお越しになる場合は、タクシー関連事業所の送迎車が多い。 

4 〇公共交通（路線バス、2 次交通）が無い為、移動ができない。タクシーを利用した場合、喜多方駅～施設まで片道 3,500 

円以上の費用がかかり高い。日に往路（15:00)、復路（10:00）、1 本ずつでも施設～市内～喜多方駅までの便があると 

大変助かります。 

5 〇いいでのゆまで定期的な公共交通機関（バス等）がないため不便。 

6 〇郊外店なのでやむを得ませんが施設へ公共交通などで移動することが出来ないため、利便性が低い。夜間のタクシー 

の運転代行が台数を絞り、長時間待ちやキャパオーバーで予約できない。 

7 〇3.11 以来、又、現在のコロナ禍の中、以前と違って客が電車で来日する方が少ないので、公共交通で会津バスの停車 

場が近いので、地図を書いて使用してもらっています。尚、なるべく送迎の依頼がある場合は、1 人か 2 人なので迎えに

行っています。以前、馬車の運営していた時のように、広田タクシーが運営している若松の周遊バスみたいなので小さ

なバスでもよいので、喜多方の観光場所が駅から遠いので、観光地の周遊バスを、1 コース、2 コースで方向を決め、公

共バスとして喜多方の案内パンフレットを使用し案内すれば、お客様も喜多方に来やすいのではないでしょうか。 

8 

診療所 

〇バスの購入費負担が重荷である。 

9 〇施設自身で経費負担していくのに限界が見えている。自治体で運営して頂くのが効率の上からも適切だと思う。 

10 〇高齢化のため自力で来院できる人が少なくなった。タクシー代は高い。現在の公共交通は利便性が高くない。 

11 〇小児科（内科も標榜）なので、親が基本（若い世代）運転して来院して来て下さるので送迎バス等を考えた事はない。 

12 病院 〇利便性が高くない。人件費、設備費に対する費用対効果が合わない。 

行っていたこと

はない
87.5%

行っていた

ことがある
12.5%

n=16

行っていたこと

はない
50.0%

行っていた

ことがある
50.0%

n=2

100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行に掛かる費用が高い

から

運行に充てる人材が不足し

たから

他の移動手段を活用可能

になったから

車両の維持が困難になっ

たから

利用人数が少なかった（い

なかった）

その他

無回答 n=2

MA=2

50.0%

50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

委託事業者の車両で

あったため不明

業務上で使用している

（物資の搬送など）

不定期に利用者のため

に活用している

特に活用していない

その他

無回答 n=2

MA=2

回答数 割合
現在休業中 1 50.0%
コロナ禍の中で来客が少なくなり、
今は送迎していません。

1 50.0%

合計 2 100.0%

100.0%

100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運行に掛かる費用が高い

から

運行に充てる人材が不足し

たから

他の移動手段を活用可能

になったから

車両の維持が困難になっ

たから

利用人数が少なかった（い

なかった）

その他

無回答

n=1

MA=2

100.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

委託事業者の車両で

あったため不明

業務上で使用している

（物資の搬送など）

不定期に利用者のため

に活用している

特に活用していない

その他

無回答

n=1

MA=1

○施設への移動手段の確保についての自由意見は、のべ 12 件ありました。意見としては下記のとおりです。 

○現在、移動サービスの実施をしていない施設の旅館・診療所では、過去に移動サービスを「行ったこ

とがある」が 12.5%となっています。運行を辞めた理由は、現在休業中やコロナ禍による来客の減少

によるものだった。運行していた時の車両の活用方法は、「不定期に利用者のために活用」「特に活用

していない」の回答となっています。 

○現在、移動サービスの実施をしていない施設の病院では、過去に移動サービスを「行ったことがある」

が 50.0%(１件)となっている。運行を辞めた理由は、運行費用、運行に充てる人材不足によるもので

した。運行していた時の車両の活用方法は、業務上で活用している回答となっています。 

行を辞めた理由は、現在休業中やコロナ渦による来客の減少によるものだった。運行していた時の車両

の活用方法は、不定期に利用者に活用していたり、活用していないと回答を得た。  

 

運行して

いない
66.7%

運行し

ている
33.3%

n=24

運行して

いない
66.7%

運行し

ている
33.3%

n=24
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２-５ デマンド登録者アンケート調査 

２-５-１ 調査結果 

１） 回答者の属性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 回答者の性別          図 回答者の年齢          図 免許の有無 

 

２） 外出の目的 

 

 

 

 

                        

 

 表 外出の目的（その他） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 外出の目的 

 

３） 目的地がある地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 目的地がある地域（市外） 

 

 

 

 

 

図 目的地がある地域 

４） 目的施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 目的施設 

  

○外出の目的は、「通院」が 63.5%で最も多く、次いで「買物」が 30.4%となっています。 

○回答者の性別は 64.8%が女性となっています。 

○年齢は約６割が 70 歳以上となっています。 

○回答者の免許の有無は、「もともと免許を持っていない」が 48.7%と最も多く、次いで、「持っていた

が運転免許を返納した」が 23.6%となっています。 

男性
17.6%

女性
64.8%

無回答
17.6%

n=199

２０歳未満
14.6%

２０～２９歳
1.5% ３０～３９歳

0.5%

４０～４９

歳
2.0%

５０～５９歳
3.0%

６０～６４歳
5.0%

６５～６９歳
9.0%

７０～７４歳
9.5%

７５～７９歳
9.0%

８０～８５歳
24.6%

８５歳以上
20.1%

無回答
1.0%

n=199

普通自動車

運転免許を

持っている
14.1%

二輪・原付

の免許を

持っている
4.0%

もとから運転免許を

持っていない
48.7%

持っていたが運転

免許を返納した
23.6%

無回答
9.5%

n=199

○目的地がある地域は、「喜多方地区」が 76.4%で最も多く、次いで「山都地区」が 12.2%となって

います。また、市外では、会津若松市が 62.5%となっています。 

63.5%

30.4%

16.9%

14.2%

14.2%

4.7%

10.1%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通院

買物

通勤・通学

銀行・郵便局

市役所での手続き

娯楽・レジャー

その他

無回答
n=148

MA=231

回答数 割合
実家 4 26.7%
美容 2 13.3%
運動 2 13.3%
病院 2 13.3%
仕事 2 13.3%
旅行 1 6.7%
公民館 1 6.7%
無回答 1 6.7%
合計 15 100.0%

76.4%

12.2%

8.8%

3.4%

5.4%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

喜多方地区

山都地区

熱塩加納地区

高郷地区

塩川地区

市外

無回答
n=148

MA=160

回答数 割合
会津若松市 5 62.5%
無回答 3 37.5%
合計 8 100.0%

○目的施設で最も多い場所は、「病院」が 14.6%で最も多く、次いで「慶徳小学校」「有隣病院」が 7.3%

となっています。 

14.6%

7.3%

7.3%

4.9%

4.9%

4.9%

4.9%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

2.4%

0% 5% 10% 15% 20%

病院

慶徳小学校

有隣病院

ヨークベニマル喜多方店

COOPベスタ東店

買い物

実家

リオンドール仲町店

荻野駅

会社

喜多方中央郵便局

君島医院

公民館

市役所

若松方面

手代木医院

竹田病院

東邦銀行

いとう眼科

喜多方社会福祉協議会

小学校

スーパー、ドラッグストア

生協東店

本屋

山都駅

ゆうゆうクリニック

友人宅

㐂多方方面

n=27

MA=41
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５） 利用時間帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 利用時間帯（行き）         図 利用時間帯（帰り） 

 

６） 予約型乗合交通（みんべぇ号）の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 利用した予約型乗合交通（みんべぇ号）のコース名

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 他の公共交通機関に乗り換え有無        図 乗り換えた公共交通機関名  

 

   表 乗り換えた公共交通機関名と利用した予約型乗合交通（みんべぇ号）のコース名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 乗り換えた公共交通機関名と利用した予約型乗合交通（みんべぇ号）のコース名  

○行きの利用時間帯は、「９時台」が 25.6%で最も多く、ついで「７時台」が 21.6%となっています。 

○帰りの利用時間帯は、「12 時台」が 22.1%で最も多く、ついで「11 時台」が 14.1%となっていま

す。 

0.5%

21.6%

14.6%

25.6%

5.0%

2.0%

1.5%

0.5%

28.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

無回答

n=199

1.0%

14.1%

2.0%

22.1%

2.5%

5.0%

4.0%

2.0%

2.0%

0.5%

44.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

6時台

7時台

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

19時台

20時台

無回答

n=199

8.3%

11.8%

5.4%

16.7%

5.3%

17.6%

8.9%

16.7%

8.3%

5.9%

5.4%

16.7%

8.3%

11.8%

7.1%

10.5%

16.7%

11.8%

10.7%

33.3%

100.0%

8.3%

5.9%

8.9%

5.3%

23.5%

8.9%

16.7%

31.6%

8.3%

5.9%

100.0%

17.9%

10.5%

16.7%

5.9%

8.9%

5.3%

8.3%

5.9%

5.4%

15.8%

5.4%

5.3%

1.8%

10.5%

16.7%

5.9%

8.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

路線バス

（n=6、MA=6）

まちなか循環線

（n=1、MA=1）

JR磐越西線

（n=19、MA=19）

予約型乗合交通

（みんべえ号）

（n=12、MA=12）

一般タクシー

（n=17、MA=19）

無回答

（n=1、MA=1）

合計

（n=56、MA=58）

乗り換えた公共交通機関×予約型乗合交通（みんべえ号）クロス

喜多方エリア （上三宮コース） 喜多方エリア （岩月コース） 喜多方エリア （関柴コース） 喜多方エリア （熊倉コース）

喜多方エリア （慶徳コース） 塩川エリア （塩川東コース） 塩川エリア （塩川西コース） 熱塩加納エリア （熱塩コース）

熱塩加納エリア （加納コース） 山都エリア （中央コース） 山都エリア （蓬莱・三津合コース） 山都エリア （朝倉・一郷コース）

高郷エリア （揚津コース） 高郷エリア （磐見コース） 分からない 無回答

○利用した予約型乗合交通（みんべぇ号）のコースは、熱塩加納エリアの熱塩コースが 18.2%で最も多

く、次いで、喜多方エリアの慶徳コースが 16.2%となっています。 

○他の公共交通機関に乗り換え有無は、乗り換えたのが約４割となっており、JR 磐越西線が 33.9%で

最も多く、次いで一般タクシーが 30.4％となっています。 

路線バス
10.7%

まちなか

循環線
1.8%

JR磐越西線
33.9%

予約型乗合交通

（みんべぇ号）
21.4%

一般タクシー
30.4%

無回答
1.8%

n=56

乗り換えて

いない
62.2%

利用後に

乗り換えた
19.6%

どちらかで

乗り換えた
14.9%

利用前に

乗り換えた
3.4%

n=148

 

塩川 
エリア 

喜多方 

エリア 

熱塩加納 

エリア 

山都 
エリア 

高郷 
エリア 

6.1%

9.5%

3.4%

6.8%

16.2%

0.7%

18.2%

10.8%

10.8%

5.4%

2.7%

2.0%

1.4%

8.8%

0% 5% 10% 15% 20%

上三宮コース

岩月コース

関柴コース

熊倉コース

慶徳コース

塩川東コース

塩川西コース

熱塩コース

加納コース

中央コース

蓬莱・三津合コース

朝倉・一郷コース

揚津コース

磐見コース

分からない

無回答

エ
リ

ア
エ

リ
ア

エ
リ

ア
エ

リ
ア

n=148

MA=152

上三宮
コース

岩月
コース

関柴
コース

熊倉
コース

慶徳
コース

塩川東
コース

塩川西
コース

熱塩
コース

加納
コース

中央
コース

蓬莱・
三津合
コース

朝倉・
一郷
コース

揚津
コース

磐見
コース

6 6 0 1 1 1 0 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 16.7% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

19 19 0 1 0 0 2 0 0 0 1 6 2 1 3 1 0 2

100.0% 100.0% 0.0% 5.3% 0.0% 0.0% 10.5% 0.0% 0.0% 0.0% 5.3% 31.6% 10.5% 5.3% 15.8% 5.3% 0.0% 10.5%

12 12 1 0 1 1 2 0 0 1 0 1 2 1 0 0 0 2

100.0% 100.0% 8.3% 0.0% 8.3% 8.3% 16.7% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 8.3% 16.7% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7%

17 19 2 3 1 2 2 0 0 1 4 1 1 1 0 0 0 1

100.0% 111.8% 11.8% 17.6% 5.9% 11.8% 11.8% 0.0% 0.0% 5.9% 23.5% 5.9% 5.9% 5.9% 0.0% 0.0% 0.0% 5.9%

1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

56 58 3 5 3 4 6 0 0 5 5 10 5 3 3 1 0 5

100.0% 103.6% 5.4% 8.9% 5.4% 7.1% 10.7% 0.0% 0.0% 8.9% 8.9% 17.9% 8.9% 5.4% 5.4% 1.8% 0.0% 8.9%

高郷エリア

分から
ない

無回答
回答者数

（MA）

喜多方エリア 塩川エリア 熱塩加納エリア 山都エリア

回答者数
（n）

無回答

合計

路線バス

まちなか循環線

JR磐越西線

予約型乗合交通
（みんべえ号）

一般タクシー

※乗り換えた公共交通機関名に記入はあるが、利用の前後が 
 不明な回答者は、「どちらかで乗り換えた」に分類した。 



22 

７） 予約型乗合交通（みんべぇ号）を利用しない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 予約型乗合交通（みんべぇ号）を利用しない理由 

 

表 予約型乗合交通（みんべぇ号）を利用しない理由（その他） 

 

 

 

 

 

 

８） 予約型乗合交通（みんべぇ号）の使いやすさ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 予約型乗合交通（みんべぇ号）の使いやすさ 

 

９） 予約型乗合交通（みんべぇ号）の使いづらい点（運行に関すること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 予約型乗合交通（みんべぇ号）の使いづらい点（運行に関すること） 

4.7%

9.3%

7.0%

9.3%

4.7%

9.3%

4.7%

4.7%

2.3%

11.6%

2.3%

4.7%

2.3%

4.7%

4.7%

16.3%

2.3%

2.3%

55.8%

16.3%

0% 20% 40% 60%

指定乗降場所まで歩くのが大変（坂道など）

自宅や目的地から指定乗降場所の距離が遠い

運行する時間帯が外出時間と合わない

運行する曜日が外出日と合わない

自分の行きたい目的地に行かない

鉄道⇔予約型乗合交通（みんべえ号）の乗り換え時間が合わない

バス⇔予約型乗合交通（みんべえ号）の乗り換え時間が合わない

まちなか循環線⇔予約型乗合交通（みんべえ号）の乗り換え時間が合わない

予約型乗合交通（みんべえ号）は市街地間を移動できない

車両の段差の乗り降りが困難・大変

移動に掛かる利用料金が高い

指定乗降場所は目印となる停留所がないため長時間待つことができない

指定乗降場所の悪天候時の対策が不十分

利用方法がわからない

いつ運行しているのかわからない

どこに行けるのかわからない

目的地までの利用料金がわからない

どの車両に乗ればいいかわからない

利用方法等の問い合わせ先がわからない

予約方法が分からない

予約が手間と感じる

予約受付時間に予約出来ない

外出の自粛を行っているから

人との接触機会を減らしたいから

密な環境になる可能性があるから

換気等の対策が不安だから

その他

無回答 n=43
MA=77

○予約型乗合交通（みんべぇ号）の使いやすさは、「使いづらい点がある」が 35.2%、「使いやすい」が

37.7%となっています。 

使いづらい

点がある
35.2%

使いやすい
37.7%

分からない
7.5%

無回答
19.6%

n=199

○予約型乗合交通（みんべぇ号）の使いづらい点（運行に関すること）は、「④目的地からの「帰り」の

運行時間が合わない」が 38.6％で最も多く、次いで、「⑤運行する曜日が外出日と合わない」が 31.4%

となっています。 

4.3%

15.7%

17.1%

38.6%

31.4%

5.7%

12.9%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

①指定乗降場所まで歩くのが大変（坂道など）

②目的地に指定乗降場所がない

③「行き」の運行時間が合わない

④目的地からの「帰り」の運行時間が合わない

⑤運行する曜日が外出日と合わない

⑥路線バスと予約型乗合交通（みんべえ号）の

乗り換え時間が合わない

⑦鉄道と予約型乗合交通（みんべえ号）の乗り

換え時間が合わない

⑧運行エリアの範囲に不満 n=70

MA=191

○利用した予約型乗合交通（みんべぇ号）を利用しない理由は、「外出の自粛を行っているから」が 16.3%

で最も多く、次いで、「指定乗降場所は目印となる停留所がないため長時間待つことができない」が

11.6%となっています。 

回答数 割合
冬期間だけ利用のため 8 27.6%
自家用車使用のため 7 24.1%
利用する時間帯が合わないため 4 13.8%
利用環境の変化（引っ越しや進級） 3 10.3%
あまり利用しないから 2 6.9%
１回だけ試乗のため 1 3.4%
高齢のため 1 3.4%
自力で移動のため 1 3.4%
病気のため 1 3.4%
当日予約できないため 1 3.4%
無回答 0 0.0%
合計 29 100.0%

運行に関

すること 

利用環境

に関する

こと 

利用方法・

情報発信な

どに関する

こと 

新型コロナ

ウイルスに

関すること 
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① 

 

 

 

 

 

 

 

図 「指定乗降場所まで歩くのが大変（坂道など）」の回答者の改善内容（希望指定乗降場所） 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

図 「目的地に指定乗降場所がない」の回答者の改善内容（指定乗降場所） 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

図 「行き」の運行時間が合わない」の回答者の改善内容（希望利用時間） 

 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 「目的地からの「帰り」の運行時間が合わない」の回答者の改善内容（希望利用時間帯） 

 

⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

図 「運行する曜日が外出日と合わない」の回答者の改善内容（希望運行曜日） 

 

⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

図 「路線バスと予約型乗合交通（みんべぇ号）の乗り換え時間が合わない」の回答者の改善内容（希望乗り換え時間帯） 

 

⑦ 

 

 

 

 

 

 

 

図 「鉄道と予約型乗合交通（みんべぇ号）の乗り換え時間が合わない」の回答者の改善内容（希望乗り換え時間帯） 

 

⑧ 

 

 

 

 

 

 

 

 

図「運行エリアの範囲に不満」の回答者の改善内容（希望エリア） 
  

33.3%

66.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

待っているのが長い

無回答

n=3

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

45.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

山都で用足した所から

喜多方プラザ

乗降場所の変更をできるようにしたい

会津若松市内

コメリ、ダイユーエイト、カインズホーム

宮脇書店

無回答 n=11

7.4%
3.7%
7.4%

3.7%
7.4%

14.8%
3.7%

51.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

11時台

12時台

13時台

14時台

15時台

16時台

17時台

18時台

無回答 n=27

改善内容 希望時間帯なし 

14.3%

14.3%

14.3%

14.3%

42.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央コースエリアから磐見

コースエリアへ

喜多方、夢の森

塩川、喜多方

町内近く、町内へ

無回答 n=7

31.8%
18.2%

9.1%

4.5%

4.5%

4.5%

4.5%

22.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

土、日

土

月、金

木

土、祝日

土日以外

土、日祝

無回答 n=22

18.2%
9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

18.2%

9.1%

18.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

7時台

8時台

11時台

15時台

17時台

18時台

19時台

無回答 n=11

8.3%

8.3%

41.7%

8.3%

33.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8時台

9時台

10時台

11時台

12時台

13時台

無回答 n=12
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１０） 予約型乗合交通（みんべぇ号）の使いづらい点（利用環境に関すること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 予約型乗合交通（みんべぇ号）の使いづらい点（利用環境に関すること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 「予約方法が不便」の回答者の改善内容      図 「予約受付時間が不便」の回答者の改善内容 
（希望予約方法）                  （希望予約受付時間） 

 

 

 

 

 

 
図 「支払い方法が不便」の回答者の改善内容 

（希望支払方法） 

１１） 普段のお出かけで困っていること・お住まいの地域で困っている人 

 

 

NO. 内容 

1 〇いつでも乗れる時間が欲しい。土曜日、日曜日、祭日時が利用出来ないのが不便である。 

2 〇もう少し本数を増やして欲しい。当日の予約ができるように緩和してほしい。 

3 〇急用ができても、予約できず、不便です。 

4 
〇病院が終わった場合の時が、帰りの家着の予約もらっても終わり次第に電話を入れられたらと

日頃考えております。せめて 30 分位の電話でお願い出来るなら私にはありがたいです。 

5 〇土日に使えないのは仕方ないと思うが休日予約、ネット予約があると便利である。 

6 〇帰りの午前の便がないのが不便。 

7 
〇限られたコースで目的地に着くには、乗り換えしなければならないので、時間がかかり料金も

割高になってしまう。高齢者が利用しやすいようなコースの検討をお願いしたいです。 

8 〇料金が少し高いです。 

9 〇みんべぇ号の様にいつでもタクシー料金 400円で乗車出来るといいと思います。 

10 
〇10 月から坂下厚生病院へも行けるようになったことは、良いことだがみんなが、坂下へ行く

訳ではない。萩野駅から喜多方や若松へも行く、乗り継ぎを便利にしてほしい。 

11 〇指定乗降場所の目印があれば尚良いです。子供はなおわかりやすいです。 

12 〇車両に乗る時、老人は段が高くてもう少し乗る時低くなるような事はできないのでしょうか。 

13 〇腰がまがってしまったので、乗り降りが大変みたいです。 

14 〇家の前で乗り降りを求めます。 

15 〇雨の日や雪の日、地区公民館に行くのが大変です。 

16 
〇家族に自家用車で送ってもらえないとすると、有効な交通手段になる。祖母が自家用車を返納

した後、便利に使える様になっていると良い。 

17 
〇ますます、高齢化が進み移動の方法が少なくない。バスは本数が少ないし乗車する時、上がれ

ないから、みんべぇ号の方が良いと思う。 

18 
〇私は今ではバスの乗降が出来ますが、段差が高く乗降しにくいです。運転手の手を差し伸べて

もらいたい。 

19 
〇喜多方の病院に電車で行く時、山都駅には階段がいっぱいあり、足が悪く歩くのが大変で、病

院に行くのに誰か村の人を頼んでいる。 

20 
〇JR を利用する際に階段の上り下りがつらいです。ホームに出て直接乗れる時間帯を 1 日数本

は作って欲しい。 

21 

〇熊倉町に住んでいる方で、みんべぇ号は熊倉町内だけでは利用できないので、公民館活動に参

加したいが車がないので参加しにくいということを話されている方がいました。熊倉町内でも

利用できれば良いと思いました。交通料金が 75歳以上、福島市のように無料になったら良い

と思います。車が運転できない方が、利用しやすいと思います。 

22 
〇緊急時に、お迎えがどうしても難しい境遇にある家庭については、あらかじめ申請するような

形を取って、有料で何らかの形で送迎サービス（緊急時）を実施してもらいたいです。 

23 
〇特に、降車場所の変更を柔軟にしてほしい。近くに商店が無く、自分で車を持たないと、買い

物、通院等で困っている。 
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〇コンビニでの支払いなどに利用したいので山都中央コースの終点の山都駅をファミリーマー

ト山都店まで伸ばしてほしい。出来れば 10 分～15 分ぐらいしてから下りの便に乗れるとあ

りがたいです。第 4 便と第 5 便が使えると良いと思うので是非、お考え下さい。今の時代は

ネット通販などで決算するのにコンビニは必要です。 

25 
〇平日買い物に行く時、10 時頃のバスが欲しい。9 時前のバスで行っても店には 10 時から始

まるので長時間、店の前で待っているのが不便です。 

○普段のお出かけで困っていること・お住まいの地域で困っている人に関する意見は 64 件ありました。 

⑨                        ⑩ 

⑬                        

11.1%
11.1%

11.1%

11.1%

11.1%

11.1%

11.1%

22.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

喜多方駅から自宅まで

山都町から高郷町へ乗り継ぎしたいです。

当日も、特に前日が休日の場合、連休明けなど

当日予約

いつでも予約が出来る

日曜日

紙に書いて役所まで行かなくてはならないのが不便

無回答 n=9

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

45.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8時から

8時30分から

8:00～17:30

8：00～17：00

ネットでいつでも

9時～17時以外

無回答 n=9

改善内容 希望支払方法なし 

○予約型乗合交通（みんべぇ号）の使いづらい点（利用環境に関すること）は、「⑫休日も予約を受け付

けて欲しい」が 47.1％と最も多く、次いで、「⑪当日予約の時間を拡充して欲しい」が 45.7%とな

っています。 

12.9%

15.7%

45.7%

47.1%

2.9%

10.0%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

⑨予約方法が不便

⑩予約受付時間が不便

⑪当日予約の時間を拡充して欲しい

⑫休日も予約を受け付けて欲しい

⑬支払い方法が不便

⑭車両の乗り降りが困難

無回答 n=70

MA=191
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２-６ 乗り継ぎ実態等把握調査

２-６-１ 調査結果 

１） 今回の外出目的 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   図 喜多方市民の今回の外出目的（行き）       図 喜多方市民の今回の外出目的（帰り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 喜多方市民以外の今回の外出目的（行き）     図 喜多方市民以外の今回の外出目的（帰り） 

 

 

 

 

 

 
 

２） 今回の外出目的地（喜多方市民・行き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 喜多方市民の今回の外出目的地（行き） 

 

３） 今回の外出目的地（喜多方市民・帰り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 喜多方市民の今回の外出目的地（帰り） 

 

４） 今回の外出目的地（喜多方市民以外・行き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 喜多方市民以外の今回の外出目的地（行き） 

 

  

○今回の外出目的は、全属性において「通学」が最も多くなっています。 

○今回の外出目的地は、喜多方駅では「市内」、塩川駅では「市外」が多くなっています。 

15.8%

57.9%

5.3%

1.3%

1.3%

3.9%

10.5%

1.3%

12.8%

63.8%

6.4%

6.4%

6.4%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

買物

習い事

飲食

交際

趣味・娯楽

送迎

治療・診療

その他

喜多方駅(n=76)(MA=76) 塩川駅(n=47)(MA=48)

4.7%

71.9%

4.7%

1.6%

9.4%

4.7%

22.2%

70.4%

3.7%

3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

買物

習い事

飲食

交際

趣味・娯楽

送迎

治療・診療

その他

喜多方駅(n=64)(MA=64) 塩川駅(n=27)(MA=27)

44.0%

4.0%

16.0%

16.0%

4.0%

16.0%

76.9%

15.4%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

買物

習い事

飲食

交際

趣味・娯楽

送迎

治療・診療

その他

喜多方駅(n=25)(MA=26) 塩川駅(n=13)(MA=13)

12.5%

67.9%

1.8%

3.6%

1.8%

8.9%

37.5%

50.0%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤

通学

買物

習い事

飲食

交際

趣味・娯楽

送迎

治療・診療

その他

喜多方駅(n=56)(MA=56) 塩川駅(n=8)(MA=8)

34.2%

40.4%

50.0%

53.2%

15.8%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

喜多方駅

(n=76)(MA=76)

塩川駅

(n=47)(MA=47)

市内 市外 無回答

○今回の外出目的地は、両駅で「市外」が多くなっています。 

53.1%

14.8%

43.8%

40.7%

3.1%

44.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

喜多方駅

(n=64)(MA=64)

塩川駅

(n=27)(MA=27)

市内 市外 無回答

○今回の外出目的地は、喜多方駅では「市内」、塩川駅では「市外」が多くなっています。 

80.0%

46.2%

20.0%

53.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

喜多方駅

(n=25)(MA=25)

塩川駅

(n=13)(MA=13)

市内 市外 無回答
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５） 今回の外出目的地（喜多方市民以外・帰り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 喜多方市民以外の今回の外出目的地（帰り） 

 

６） ここまでの移動手段（自宅等⇒鉄道駅） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 喜多方市民のここまでの移動手段        図 喜多方市民以外のここまでの移動手段 

 

 

 

 

 

 

７） ここからの移動手段（鉄道駅⇒目的地） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図 喜多方市民のここからの移動手段        図 喜多方市民以外のここからの移動手段 
 

８） 乗り継ぎに関して不便な点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 乗り継ぎに関して不便な点 

 

○ここまでの移動手段は、喜多方駅では喜多方市民は「自転車・原付・バイク」が 34.2%、喜多方市民

以外は「徒歩」が 36.0%で最も多くなっています。 

○ここまでの移動手段は、塩川駅では喜多方市民は「家族・知人の送迎」「徒歩」が 31.9%、喜多方市

民以外は「家族・知人の送迎」が 53.8%で最も多くなっています。 

○ここからの移動手段は、喜多方駅では喜多方市民は「鉄道」が 29.7%、喜多方市民以外は「鉄道」

「徒歩」が 35.7%で最も多くなっています。 

○ここからの移動手段は、塩川駅では喜多方市民は「家族・知人の送迎」が 40.7%、喜多方市民以外も

「家族・知人の送迎」が 62.5%で最も多くなっています。 

○今回の外出目的地は、喜多方駅では「市内」、塩川駅では「市外」が多くなっています。 

80.4%

25.0%

16.1%

37.5%

3.6%

37.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

喜多方駅

(n=56)(MA=56)

塩川駅

(n=8)(MA=8)

市内 市外 無回答

5.3%

3.9%

1.3%

5.3%

31.6%

34.2%

17.1%

6.4%

2.1%

12.8%

31.9%

10.6%

31.9%

0% 20% 40% 60% 80%

鉄道

路線バス

まちなか循環線

予約型乗合交通

タクシー

自分の車

家族・知人の送迎

無料送迎バス

自転車・原付・バイク

徒歩

その他

喜多方駅(n=76)(MA=78) 塩川駅(n=47)(MA=48)

32.0%

4.0%

20.0%

8.0%

36.0%

15.4%

53.8%

23.1%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80%

鉄道

路線バス

まちなか循環線

予約型乗合交通

タクシー

自分の車

家族・知人の送迎

無料送迎バス

自転車・原付・バイク

徒歩

その他

喜多方駅(n=25)(MA=25) 塩川駅(n=13)(MA=13)

29.7%

3.1%

1.6%

21.9%

17.2%

20.3%

3.7%

3.7%

40.7%

14.8%

37.0%

0% 20% 40% 60% 80%

鉄道

路線バス

まちなか循環線

予約型乗合交通

タクシー

自分の車

家族・知人の送迎

無料送迎バス

自転車・原付・バイク

徒歩

その他

喜多方駅(n=64)(MA=64) 塩川駅(n=27)(MA=27)

35.7%

21.4%

7.1%

35.7%

12.5%

62.5%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80%

鉄道

路線バス

まちなか循環線

予約型乗合交通

タクシー

自分の車

家族・知人の送迎

無料送迎バス

自転車・原付・バイク

徒歩

その他

喜多方駅(n=56)(MA=57) 塩川駅(n=8)(MA=8)

○乗り継ぎに関して不便な点は、喜多方駅では「そもそも乗り継がないので不便な点はない」が 58.5%

で最も多く、次いで「その他」が 33.2%となっています。 

○乗り継ぎに関して不便な点は、塩川駅では「そもそも乗り継がないので不便な点はない」が 63.7%

で最も多く、次いで「待ち時間が長い」が 10.8%となっています。 

58.5%

7.0%

1.3%

0.4%

0.4%

0.9%

33.2%

63.7%

10.8%

1.0%

1.0%

8.8%

0% 20% 40% 60% 80%

そもそも乗り継がないので不便な点はない

待ち時間が長い

待ち時間が短い

乗り継ぐ時間が分からない

乗降場所から駅までの移動距離が長い

遅延が多く、無事に鉄道に乗り換えられるか不安

その他

喜多方駅(n=236)(MA=229) 塩川駅(n=102)(MA=104)
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９） 年齢 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０） 職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１） 居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２） 性別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○年齢は、喜多方駅・塩川駅の両方で「10代」が 60%以上となっています。 

図 年齢（調査場所：喜多方駅） 

10代未満

1.3%

10代

64.6%

20代

8.3%
30代

3.5%

40代

5.2%

50代

4.4%

60代

5.7%
70代

4.8%

80代

1.3%

90代

0.4%

無回答

0.4%

n=229

図 年齢（調査場所：塩川駅） 

10代未満

1.0%

10代

63.7%

20代

9.8%
30代

1.0%

40代

2.9%

50代

5.9%

60代

7.8%

70代

2.0%

80代

1.0%

90代

1.0%

無回答

3.9%

n=102

○年齢は、喜多方駅・塩川駅の両方で「高校生」が過半数を占めています。 

図 職業（調査場所：喜多方駅） 図 職業（調査場所：塩川駅） 

会社員・公

務員・団体

職員
16.7%

自営業

1.0%

パート・ア

ルバイト

2.9%

高校生

58.8%

大学生・専

門学生

4.9%

主婦・主夫

2.0%
無職

7.8%

その他

2.0%
無回答

3.9%

n=102

会社員・公

務員・団体

職員
14.8%

自営業

1.3%

パート・ア

ルバイト

3.1%

高校生

62.0%

大学生・専

門学生

7.4%

主婦・主夫

3.5%

無職

7.0%
その他

0.4%
無回答

0.4%

n=229

○居住地は、喜多方駅では「喜多方地区」が 38.4％で最も多く、次いで「市外」が 35.4%となってい

ます。 

○居住地は、塩川駅では「塩川地区」が 62.7％で最も多く、次いで「市外」が 20.6%となっています。 

図 居住地（調査場所：喜多方駅） 図 居住地（調査場所：塩川駅） 

○性別は、喜多方駅では「男性」が 55.0%、「女性」が 42.8%となっています。 

○性別は、塩川駅では「男性」が 58.8%、「女性」が 37.3%となっています。 

図 性別（調査場所：喜多方駅） 図 性別（調査場所：塩川駅） 

男性

55.0%

女性

42.8%

無回答

2.2%

n=229

男性

58.8%

女性

37.3%

無回答

3.9%

n=102

喜多方地区

5.9%

熱塩加納地区

2.0%

塩川地区

62.7%無回答

4.9%

市内

75.5%

市外

20.6%

無回答

3.9%

n=102

喜多方地区

38.4%

熱塩加納地区

1.7%

塩川地区

2.6%
山都地区

10.0%
高郷地区

2.2%

無回答

7.9%

市内

62.9%

市外

35.4%

無回答

1.7%

n=229
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２-７ 関係者ヒアリング調査（交通事業者） 

２-７-１ 路線バス事業者 

 

 

 

 

 

表 交通事業者ヒアリングの結果概要（路線バス） 

事業者名 再編事業の効果・影響 運行上・運営上の課題 利用促進に向けた取組み 市に対する意見・要望 
課題解決に向けた

取組みの方向性 

会津乗合自動

車株式会社 

 

【喜多方・坂下線】 

〇有隣病院への経路変更が松山地区の方に喜ばれている。坂下線

で通らなくなった北町と西四ツ谷地区の方からの問い合わせ

が少し見られる。 

〇通院利用は病院バスが走っているため少ないが時々あり。※河

京の方の通勤利用あり。 

〇喜多方高校入口の利用は現在特に増加はないが、冬季間は増え

るのではないか。 

〇喜ばれている方の連絡等はあるが、不便を感じたとの声・報告

なない。 

〇市街地の経路については利用も多くなかったので、有隣病院へ

の経路変更による利用者が見られれば、効果があったと思われ

る。 

 

【塩川・喜多方線と熊倉・喜多方線の再編統合】 

〇再編によりお客様の利用が少なくなったと思われる。利用した

い時間がない、合わないからだと思う。 

〇塩川グリーンプラザ発７時 50 分以降、１０時 55 分までの間

がなく不便との声（熊倉の方、病院及び買い物利用）あり。 

〇喜多方駅前発１３時 50 分以降の便がなく不便との声（下台の

方・通勤利用）あり。 

〇熊倉から若松へ行きたいが不便になったとの声あり。 

〇再編統合により、待ち時間が長くなったとの声あり。 

 

【荻野線の廃止】 

〇バスに乗るより１時間早く出なくてはいけないので、大変だと

の声あり。 

 

【予約型乗合交通】 

〇上記同様、バスに乗るより１時間早く出なくてはいけなく大変

との声あり。 

１．運行面 

【運行時刻】 

〇特になし 

 

２．運営面 

【車両】 

〇年配で杖をついた方、足の悪い方の乗車時

が大変になっている。 

 

【バス停】 

〇雨風等を凌ぐ上屋等が少ない 

 

【その他】 

〇６時１５分発、喜多方～熊倉経由・塩川グリ

ーンプラザの始発時間が早いのではないか。

（乗車人員が 0 人に近い） 

 

 

〇デマンドと路線バスが乗り継ぎ

できる(可能な)バス停全般（特に

上屋がない市内バス停）の整備が

必要。 

〇市内のふれあい通り（レトロ通

り）の待合環境の整備が必要。 

 

 

〇まちなか循環線とぶら

りん号の公共性を勘案

した統合。 

〇塩川経由会津若松行き、

14 時 15 分の次が 16

時 20 分までなく、電車

も同じような間が空い

てしまっているため、中

間15時台のダイヤを作

って欲しいとの連絡が

あった。 

〇新町バス停、以前は源開

堂さんの建物があった

が取り壊され、バス停の

上屋があった方が良い

のではと連絡があった。 

 

〇モビリティサー

ビスの導入（AI、

キャッシュレス

など） 

○再編事業の効果・影響は、塩川・喜多方線と熊倉・喜多方線の再編統合に関して利用者からも不便と感じる声が挙がっています。 

○運営上の課題は、車両の劣化や高齢者に配慮した車両の見直しがあり、運行面は乗務員不足及び乗務員の確保に課題が挙がっています。 

○課題解決に向けた取組みの方向性としては利用者を増やすための工夫（IT を活用した利便性向上、近隣市町村と連携した取り組み等）が挙げられています。 
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事業者名 再編事業の効果・影響 運行上・運営上の課題 利用促進に向けた取組み 市に対する意見・要望 
課題解決に向けた

取組みの方向性 

磐梯東都バス 

株式会社 

【北塩原線】 

〇ダイヤの見直しが問題（学生の下校時間に合わせるとどうして

も本数が必要となってくる） 

１．運行面 

【冬期における運行】 

〇積雪による運行ダイヤの遅れ 

 

【乗務員】 

〇乗務員確保の問題 

 

２．運営面 

【ドライバーの労務管理】 

〇休憩・休息時間の確保 

 

【車両の問題】 

〇車両の老朽化が進み、修理費用が年々増加

傾向にある 

 

【バス停】 

〇喜多方市内、道路が狭い割には交通量が多

く、一層の注意が必要 

 

【その他】 

〇北塩原線での欠損額が年々増加傾向にあっ

た上、コロナで追い打ちをかけた状況とな

っている。事業者の努力だけでは限界があ

る。市町村補助増額の検討を切望している。 

〇五色沼入口バス停の整備が必要。 

〇GTFS 方式で提供できるよう検

討している。 

〇北塩原線の喜多方市内

（下柴から喜多方駅まで）    

の利用実態の調査などは

行っておられますか？ 

 沿線住民のご意見等は

調査されております

か？ 

 

〇バス利用者が

年々減少傾向に

ある中、喜多方市

と北塩原村と猪

苗代町の三市町

村が協調して、観

光利用の促進に

向けた施策を検

討してもらいた

い。 

合資会社広田 

タクシー 

【再編・見直しについての意向】 

〇根本的に喜多方市内は歩いて観光できるので、バスの需要はあ

まり期待できない。 

1．運行面 

〇特になし 

 

2．運営面 

【ドライバーの労務管理】 

〇ドライバーの高齢化 

〇HP での情報発信 〇特になし 〇特になし 
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２-７-２ 予約型乗合交通運行事業者 

 

 

 

 

表 交通事業者ヒアリングの結果概要（予約型乗合交通） 

事業者名 再編事業の効果・影響 運行上・運営上の課題 
再編見直しについての

意向 
意見、要望 

課題解決に向けた

取組みの方向性 

八七一タクシー 

有限会社 

（喜多方地区上 

三宮コース、熱塩 

加納地区加納コ 

ース） 

【見直し案】 

〇ダイヤの編成 

〇デマンドの PR 

1．運行面 

【運行ルート】 

〇降雪、積雪時の運行 

 

【運行時刻】 

〇到着時間の設定の変更 

 

2．運営面 

【ドライバーの労務管理】 

〇人員不足 

 

【車両】 

〇燃料の高騰 

 

【オペレーション業務】 

〇連絡時間の延長 

〇ダイヤの見直し 

〇キャンセルの方法 

〇特になし 〇特になし 

喜多方交通 

株式会社 

（喜多方地区岩 

月コース、関柴コ 

ース） 

【見直し案】 

〇乗車をするための予約が、負

担になっているのではない

だろうか。ただし、予約なし

では運行費用が増となって

しまうが可能なのか。経費を

掛けなければ、利用者も増え

ないと考えられる。 

 

【まちなか循環線や路線バス

の見直しにより発生した問

題点】 

〇まちなか循環線導入による

実績の変化は特に変わらな

いが、帰り便を２便予約する

方が増えてきた為、２便とも

乗務員をシフト化しなけれ

ばならない。 

1．運行面 

【運行ルート】 

〇岩月コースは小学生が乗車しているが、学校行事により予定変更等をきちんと伝えていな

い事が多く、迎えに行ってもいない事がある。 

 

【運行曜日】 

〇平日運行は特に問題ないが、土・日・祝日を運行する場合は、乗務員の人数に制限があり運

行困難な場合がある。 

 

2．運営面 

【ドライバーの労務管理】 

〇乗務員の減少に伴い、夜間営業を中止している。 

〇営業時間の短縮により、過度な労働時間はないが、乗務員の高齢化が課題としてある。 

 

【車両】 

〇新たにトヨタプリウスを導入したが、乗降ドアが狭いとの意見がある。 

〇乗降ステップが高い 

 

【オペレーション業務】 

〇予約管理を各コース

委託先運行会社で行

えば、経費削減になる

のではないか。 

〇デマンドバスを利

用する小学校の先

生方には、スクー

ルバス対応ではな

い事を理解して頂

きたい。（例：乗車

時間は利用者の状

況により変動する

事がある） 

〇特になし 

○再編事業の効果・影響としては利用促進に関する課題が挙げられました。 

○運営上の課題は、運行ルート、運行日のほか、オペレーションとの連携の課題も挙げられた。運行面は乗務員不足及び乗務員の確保に課題が挙がっています。 
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事業者名 再編事業の効果・影響 運行上・運営上の課題 
再編見直しについての

意向 
意見、要望 

課題解決に向けた

取組みの方向性 

〇前述の、小学生の乗車確認をしっかりとお願いしたい。 

 

【その他】 

〇高齢者のご利用の際、乗車場所ですぐに確認できないことがある。 

会津通商 

株式会社 

（塩川地区東コ 

ース） 

【見直し案】 

〇塩川地区（東・西）の各家庭

へ予約型乗合交通の内容の

再々周知を行う 

1．運行面 

〇特になし 

 

2．運営面 

〇特になし 

〇特になし 〇特になし 〇特になし 

有限会社山都 

タクシー 

（山都地区中央 

コース、蓬莱・三 

津合コース、朝 

倉・一郷コース） 

【見直し案】 

〇予約型乗合交通の利用促進

を図るアピールと利用方法

の説明に力を入れる 

1．運行面 

〇特になし 

 

2．運営面 

【ドライバーの労務管理】 

〇ドライバーの高齢化。新規就労者の確保が困難 

〇特になし 〇特になし 〇特になし 

会津乗合自動車 

株式会社 

（喜多方地区熊 

倉コース、慶徳コ 

ース、熱塩加納地 

区熱塩コース、高 

郷地区揚津コー 

ス、磐見コース） 

【見直し案】 

〇予約電話の手間軽減⇒アプ

リ予約による AI 予約管理＆

配車システム⇒携帯電話を

柔軟に使用できる幅広い世

代への利用促進（コールセン

ターの人件費の削減） 

1．運行面 

〇部落の町名で広い所もあり（慶徳町豊岡）、端から端まで時間がかかる所がある。次のお客

様にも影響があるので登録して頂いているお客様の迎え時間を調整して欲しい。 

 

2．運営面 

【車両】 

〇年配の方でシルバーカーや杖を使う方もいるため、乗り降りが楽な車両があると良い。 

 

【オペレーション業務】 

〇キャンセルや複数予約のお客様の乗車情報など、伝達ミスが起こってしまう事がある。 

 

【その他】 

〇小中学校の振替休日がある場合、受付センターでも気を付けて見ていると思うが、親御さん

から連絡がないお子さんについては、確認を取ってもらえると助かる。（１人しか入ってい

ない時もあったため） 

〇今回の高郷地区の変

更により、以前より迎

え時間が早くなり、不

便になってしまった

との声あり。また、

2021年9月までは、

朝一で７時台であっ

たが、10月からは 6

時台になり通院が不

便になったとの声も

あり。 

〇最近、子供さんの

名前の読み方が難

しくなってきたた

め、デマンド予約

表にお客様のフリ

ガナを付けて頂き

たい。 

〇特になし 

塩川タクシー 

株式会社 

（塩川地区西コ 

ース） 

【見直し案】 

〇現状、他人と一緒に利用する

のを嫌がる方が多いため、利

用者を増やす事は難しい。 

1．運行面 

〇特になし 

 

2．運営面 

【ドライバーの労務管理】 

〇健康管理 

 

【車両】 

〇バリアフリー化 

〇利用方法の見直し 〇特になし 〇特になし 
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２-７-３ 乗用タクシー運行事業者 

 

 

 

 

表 交通事業者ヒアリングの結果概要（乗用タクシー） 

事業者名 利用状況 利用促進に向けた取組み 運行上・運営上の課題 
他の公共交通、市への意見、要

望 

課題解決に向けた

取組みの方向性 

八七一タクシ 

ー有限会社 

【利用者の特性】 

〇通勤・通学 1 割、一般 8 割、観光 1 割 

【特性パターン】 

〇上記と同様 

【時間帯別利用状況】 

〇平日午前の通院時間、20～24 時の帰宅時間が多い。 

〇深夜営業の継続 

〇コロナウィルスガイドライン

の遵守 

1．運行面 

〇特になし 

 

2．運営面 

〇ドライバー人員の不足 

〇車両と燃料の高騰 

〇特になし 〇特になし 

喜多方交通 

株式会社 

【利用者特性】 

〇デマンドバス、通勤・通学７割、一般３割 

〇タクシー、通勤１割、一般８割、観光１割 

【特性パターン】 

〇平日・休日とも観光での利用は殆どなし。尚、コロナの影響については

タクシー６割減と厳しい状況で、先月 10 月より２年前の実績に戻り

つつある。 

【時間帯別利用状況】 

〇6～9 時３割、9～12 時 2 割、12～15 時 2 割、15～18 時２割、

18～23 時１割（営業時間 6～23 時） 

〇タクシー料金の最低価設定に

よる、利用率の向上 

〇高齢者重視 

〇お客様へのマスク無料配布と

乗車後の除菌徹底 

1．運行面 

〇競合等の発生はなし 

 

2．運営面 

〇乗務員の高齢化 

 

〇人口減少や公共交通利用低迷

からの点で、大型車両からマ

イクロバス程度の車両への変

更により、維持費の軽減や路

線拡大などは考えているの

か。 

〇住民の利便性を考えれば事業

経費が膨らむのは確実で、今

後の予算や住民負担も考えて

いかなければならないのでは

ないか。 

〇特になし 

塩川タクシー

株式会社 

【利用者の特性】 

〇ほぼ一般利用 

【特性パターン】 

〇コロナ前、現在も変わらない状況 

【時間帯別利用状況】 

〇平日 11 時台、買い物等の利用 

〇全車両イオン空気清浄機車載 1．運行面 

〇特になし 

 

2．運営面 

〇健康管理 

〇車両の導入 

〇特になし 〇特になし 

有限会社山都

タクシー 

【利用者の特性】 

〇通常期、一般８割、観光１割、役所等１割 

〇観光期（７、８、９月）、一般６割、観光３割、役所等１割 

 

【特性パターン】 

〇平日は一般利用が８割、休日は観光利用割合が多少多くなる。 

【時間帯別利用状況】 

〇平日は８～9 時台、16～17 時台の利用が多い。通勤・通学の利用は

極めて少ない。 

〇観光客については地元の情報

を伝えるようにし、再利用の

促進を図っている。 

〇マスクの着用、車内の換気 

1．運行面 

〇予約型乗合交通のエリアと、タ

クシー業のエリアが重複してい

る。 

 

2．.運営面 

〇ドライバーの高齢化 

【車両】 

〇バリアフリーをしても、お客様

の需要があまりない。 

〇特になし 〇特にないが、地区

住民の高齢化等

により、地域公共

交通の必要性を

痛感している。 

葵観光タクシ 

ー（会津通商 

株式会社） 

【利用者の特性】 

〇一般利用 100％ 

【特性パターン】 

〇年間無休で運行。コロナ環境後、時短営業 

【時間帯別利用状況】 

〇平日は 10～14 時台の利用が特に多く、その時間帯は通院目的と見ら

れる。 

〇マスク着用、消毒液による車

内消毒、運転席と後部席の間に

ビニールカーテン設置 

〇特になし 〇特になし 〇特になし 

〇利用状況は、コロナ禍の影響により少しずつ回復しつつあるものの利用者減少がみられます。 

○利用促進に向けた取組みはコロナ対応を徹底した取組みが各社から挙げられました。 

○運営上の課題として、乗務員不足及び乗務員の確保に課題が挙がっています。 
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２-８ 関係者ヒアリング調査（庁内関係部署） 

 

 

 

 

表 公共交通に求める役割 

 関連する施策や事業の実施状況 取組の現状・問題点 公共交通に求めるもの 課題解決に向けた取り組みの方向性 

観光交流課 

【観光客の移動手段の確保、周遊性の向上に向けた取組み】

○ぶらりん号の運行に際し、毎年市内事業者から協賛を募り、 

 各種割引等の乗車特典を設定 

（令和３年度は 21事業者 

より協賛あり） 

〇毎年、市街地中心部の観光スポットと郊外にある観光スポ

ットを周遊するコースの設定、鉄道時刻に合わせたダイヤ

改正を行っている。 

 

【観光客の受け入れ環境】 

〇市内 10 箇所（令和３年度）に停留所を設置。停留所の一

部内容に英語表記はあるが、パンフレットには多言語表記

なし。 

〇毎年、時刻表を掲載したパンフレット（Ａ４・３つ折り）を

作成するとともに、各観光案内所等に設置（パンフレット

は(一社)喜多方観光物産協会ホームページよりダウンロー

ド可能） 

【現状】 

〇ぶらりん号は、道路運送法第４条許可（路線不定期運行）で運行し

ており、令和３年度は市内 10 箇所に停留所を設置している。 

〇運行に際しては、喜多方市観光物産振興事業補助金（循環バス運行

事業）により、補助対象経費の２分の１を支援している（市単費） 

〇利用者数は、平成 20年度の 2,760 人をピークに、平成 25 年度

以降、減少傾向にある。令和２年度は新型コロナウイルス感染症の

影響により観光客が減少したこともあり、利用者数が大幅に減少し

た。 

 

【課題】 

〇利用者数の増加に向けた取組の検討（情報発信や運行経路、運行本

数、運行ダイヤ等の検討など） 

〇鉄道利用者の乗り継ぎ実態の把握や観光客のニーズとの適合性 

 

【ぶらりん号とまちなか循環線の関係性について】 

〇喜多方市まちなか循環線は市街地中心を循環する生活路線として、

ぶらりん号は市街地中心部の主要観光スポットと郊外観光スポッ

トを結ぶ路線として、一定の住み分けは出来ているものと考える。 

〇ぶらりん号は、４月～11 月までの平日と 12月～３月は運行しな

いため、当該期間における観光客の市内周遊に係る２次交通の役割

の一部を喜多方市まちなか循環線が担っているものと推察される

ことから、観光客の利便性向上のため、当該路線の実証継続を期待

する。 

〇ぶらりん号と喜多方市まちなか循環線の統合については、各路線に

おける利用者の利用目的が異なることから難しいものと考える。 

〇市内主要観光施設への移

動手段の確保 

〇観光客の利便性や回遊性

の向上 

 

〇令和３年３月に策定した「喜多方市

観光振興ビジョン」において、「交通

事業者と連携した２次交通の充実」

として、市内周遊・循環バスの運行

充実と民間事業者と連携した２次交

通の充実に取組むこととしているこ

とから、地域公共交通計画の関連部

分に記載して欲しい。 

 

 

高齢福祉課 

【福祉有償運送】 

〇有償運送は運行していない。 

 

【高齢者福祉タクシー利用助成】 

〇要介護認定を受け、かつ住民税非課税世帯に属する定期的 

な通院が必要な高齢者へのタクシー料金の一部を助成する 

制度で、毎年 70～80名の方が利用している。 

 

 

 

【高齢者の外出や移動】 

〇特段、問題等は発生していないが、高齢者の運転には特に注意を払

う必要がある。 

 

【市民からの要望】 

〇デマンド交通の制度内容について、特に利用方法等が分かりにくい

との声を聞いたことがある。 

〇今後増加が予想されるで

あろう高齢者や身障者等

の交通弱者の方々が、身近

でより簡単に利用できる

ような移動支援の利便性

の向上に努めていくこと

が必要である。 

 

〇特になし 

○地域公共交通に対して求める役割や市が把握する公共交通以外の移動サービスを把握するため、公共交通と関連する「観光」「高齢福祉」に関わる庁内関係部署へヒアリングしたところ下表の結果が得られました。 

〇公共交通に求める役割としては大きく「市内の主要観光施設への移動手段の確保」「観光客の利便性や回遊性の向上」「高齢者や身障者等の交通弱者の方々に配慮した移動支援の利便性の向上」が挙げられます。 
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 関連する施策や事業の実施状況 取組の現状・問題点 公共交通に求めるもの 課題解決に向けた取り組みの方向性 

【高齢者おでかけ助成事業】 

〇今年度から、75歳以上の高齢者を対象に日常生活の移動 

支援として、年に 1 万円相当のおでかけ助成券を申請のあ 

った方に交付する事業で、利用方法は利用者の事前予約に 

応じて運行する「みんべぇ号」や、市の市街地を東回り、西 

回りで運行している循環バス「まちなか循環線」にて助成 

券を利用することができる。 

 

【バス停、駅等の待合環境のバリアフリー】 

〇見直しの予定は特になし 

 

【高齢者の移動支援の取組】 

〇特になし 

 

【住民が主体となった高齢者の移動支援の取組】 

〇今年度から社会福祉課へ移行した事業の中で、「生活支援支

え合い会議」という地域包括支援事業があり、その中で地

区によっては高齢者の移動支援について検討している地区

もある。 

 

 

 

 

  



 

35 

２-９ 上位・関連計画にみる喜多方市のまちづくりとして公共交通に求められること

 

 

 

 

 

表 公共交通に関する方針・施策 

上位・関連計画 公共交通に係る取り組み方針・施策 

喜多方市総合計

画 

【誘客宣伝活動の推進と受入体制の充実】 

〇公共交通機関と連携を図りながら、駅等の交通拠点と観光地を結ぶ二次交通の充実に

向けた取組を図ります。 

【安全で楽しく学ぶことができる学校環境の整備】 

〇遠距離通学の安全・安心を確保するため、スクールバスの運行や公共交通機関の利用

に対する支援を行います。 

【公共交通の充実】 

〇鉄道交通の利便性を高めるため、ダイヤの改正、輸送力の充実強化及び駅構内のバリ

アフリー化などの施設改善について、関係機関に働きかけるとともに乗車券類受託販

売業務を継続して行い、利用者の利便性の向上を図ります。 

〇会津鉄道・野岩鉄道への支援と利便性の向上などを働きかけるとともに、鉄道利用に

ついての普及啓発を行い、利用促進に努めます。 

〇バスの運行を支援するとともに、喜多方市地域公共交通網形成計画及び再編実施計画

を策定し、持続可能な公共交通の形成と、利用者の利便性の向上を図ります。 

喜多方市都市マ

スタープラン 

【生活交通の整備】 

〇鉄道、バス等の身近な移動手段となっている公共交通については、喜多方市地域公共

交通総合連携計画に基づき、バス路線の見直しやデマンド交通の導入を検討するな

ど、市民ニーズに対応して利便性の向上を図るとともに、効率的で持続可能な運行の

確保を図ります。 

【観光二次交通の整備】 

〇鉄道を利用する観光客等の来訪者向けに、駅を基点として歴史的施設などの観光拠点

を巡る季節バスの運行について調査検討を行います。また、自動車を利用しない観光

客の利便性の向上を図るため、観光二次交通の整備についても、利用者の需要などを

把握しながら検討を行います。 

【公共交通機関の施設の整備】 

〇バスや鉄道などの公共交通は、段差のない駅舎やシェルターやベンチを設けたバス停

など誰もが気軽に利用しやすくなるように、関係機関と連携して整備を進めます。ま

た、観光客でも気軽に利用しやすい公共交通機関とするため、案内標識の充実を図る

とともに、わかりやすい記号による誘導案内などデザイン表示の工夫を図ります。 

喜多方市教育振

興基本計画 

【遠距離通学における安全・安心の確保】 

〇スクールバスの運行により、遠距離からの安全・安心な通学手段を確保するとともに、

公共交通機関の利用による遠距離通学を支援します。 

〇さらに、より効率的な遠距離通学の手段について検討します。 

喜多方市商業振

興ビジョン 

【デマンド交通の利便性向上による高齢者などの買い物弱者が利用しやすい交通手段の

確保】 

〇買い物弱者が利用しやすいデマンド交通の利便性向上などの交通手段の確保に取り

組みます。 

喜多方市地方定

住自立圏共生ビ

ジョン 

【公共交通維持確保事業】 

〇圏域住民の通学・通院等の日常生活における重要な移動手段である路線バス及び鉄道

の維持確保を図る。また、観光二次交通として観光誘客にもつなげる。 

 

 

 

 

 

 

上位・関連計画 公共交通に係る取り組み方針・施策 

喜多方市観光振

興ビジョン 

【戦略的な旅行商品の造成】 

〇更なる誘客促進に向け、バスやＪＲ東日本などの交通事業者等と連携し、誰もが行っ

てみたくなるような戦略的な旅行商品の造成を促進します。 

【市内周遊・循環バスの運行充実】 

〇自家用車により本市を訪れる観光客が多い状況にありますが、公共交通機関を利用し

て訪れる方の移動手段や、市内周遊の手段となる周遊・循環バスの運行について、交

通事業者等との連携により、利用状況や観光客のニーズに応じた運行経路の選定、適

切な運行本数・ダイヤ等の見直しを行い、充実を図ります。 

【ＪＲ東日本のイベント列車の乗り入れと併せた観光誘客】 

〇「ＴＲＡＩＮ ＳＵＩＴＥ 四季島」や「フルーティアふくしま」、「ＳＬばんえつ物

語号」など、喜多方駅に乗り入れが行われているイベント列車の取組を積極的に活用

し、それらイベント列車の乗客による市内観光の拡充を図ります。 

〇また、ＪＲ東日本島の鉄道会社に対し、喜多方駅等への更なるイベント列車の乗り入

れについて働きかけを行います。 

喜多方市立地適

正化計画 

【交通ネットワークの強化】 

〇中心市街地と地域生活拠点等を結ぶ持続可能な公共交通の形成並びに利用者の利便

性及び利用率の向上を図るとともに、中心市街地の道路ネットワーク整備により、よ

り利便性の高い都市形成を実現します。 

【持続可能で利便性の高い公共交通ネットワークの形成】 

〇路線バスの運行支援及び地域生活拠点等から中心市街地への交通手段の継続的な確

保及び運行形態の見直し 

〇市街地循環路線バスの創設 

〇医療機関等が運行する送迎バスの公共交通への利用転換の検討 

喜多方市地域公

共交通網形成計

画 

【ネットワーク全体の考え方】 

〇市街地に循環路線を形成し、市全体の公共交通ネットワーク機能を向上します。 

〇各交通機関の機能・役割を踏まえ、各々が有機的に結びついた公共交通ネットワーク

に階層化します。 

〇交通結節点の機能を強化し乗継促進を図ることで、交通需要を集約します。 

【広域幹線軸】 

〇路線の役割を明確にしつつ、交通結節点の機能強化により地区内の交通需要を集約化

することで、広域幹線軸の持続性を高めます。 

〇利用が低迷している路線・区間は、予約型乗合交通への転換を検討します。 

【地区内交通】 

〇スクール利用を除いても一定程度の需要がある便は定時定路線化を検討します。 

〇利用の少ないエリアにおいては利用者の利便性を考慮しつつ、運行内容の見直しや交

通機関の転換などの可能性を検討します。 

〇市民の健康増進を図るため福祉目的による利用に対応した運行内容を検討します。 

【市街地路線】 

〇市街地において、交通結節点の機能を強化した上で、広域幹線軸との連携を図りつつ

気軽に行き来できる環境づくりを図ります。 

〇市が目指す将来像「力強い産業 人が輝く 活力満ちる安心・快適なまち」の実現に向けて、持続可能な公共交通の形成と、利用者の利便性の向上が求められています。 

○バス路線の見直しや予約型乗合交通の導入を検討するなど、市民ニーズに対応して利便性の向上を図るとともに、効率的で持続可能な運行の確保が求められています。 

○段差のない駅舎や、シェルターやベンチを設けたバス停など誰もが気軽に利用しやすくなるように、関係機関と連携した整備や、観光客でも気軽に利用しやすい公共交通機関とするため、案内標識の充実を図ると

ともに、わかりやすい記号による誘導案内などデザイン表示の工夫が求められています。 
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上位・関連計画 公共交通に係る取り組み方針・施策 

喜多方市地域公

共交通再編実施

計画 

【ネットワーク全体の考え方】 

〇市街地に循環路線を形成し、市全体として公共交通ネットワークの機能を向上しま

す。 

〇各交通機関の機能・役割を踏まえ、各々が有機的に結びついた公共交通ネットワーク

に階層化します。 

〇交通結節点の機能を強化し乗継促進を図ることで、交通需要を集約します。 

【広域幹線軸の考え方】 

〇路線の役割を明確にしつつ、交通結節点の機能強化により地区内の交通需要を集約化

することで、広域幹線軸の持続性を高めます。 

〇利用が低迷している路線・区間については需要を見極めた上で、予約型乗合交通への

転換を検討します。 

【地区内交通の考え方】 

〇スクール利用を除いても一定程度の需要がある便については定時定路線化への移行

を検討します。 

〇利用の少ないエリアにおいては利用者の利便性を考慮しつつ、運行内容の見直しや交

通機関の転換などの可能性を検討します。 

〇市民の健康増進を図るため福祉目的による利用に対応した運行内容を検討します。 

【市街地路線の考え方】 

〇日常生活における主要な目的施設が点在している市街地において、交通結節点の機能

を強化した上で、広域幹線軸との連携を図りつつ気軽に行き来できる環境づくりを図

ります。 

会津圏域地域公

共交通網形成計

画 

〇広域路線バスの持続性・生産性の向上 

〇広域交通維持の支援の仕組みづくり 

〇域内交通による移動手段の確保・維持 

〇交通拠点の形成 

〇多様な交通モードの一体的サービス提供 

〇情報提供 

〇環境整備 

会津圏域地域公

共交通再編実施

計画 

【会津若松～湯川～喜多方方面の再編事業】 

○塩川・喜多方線と熊倉・喜多方線の統合再編（ゾーンバス化） 

○域内交通の運行エリア・指定乗降場所の拡大 

○交通拠点（塩川グリーンプラザ、会津医療センター）での路線バスと域内交通のダイ

ヤ調整 

【会津坂下～喜多方方面の再編事業】 

○喜多方・坂下線の喜多方市街地内の経路変更 

○喜多方市街地循環路線の新規導入 

 

２-９-１ 関連事業の整理 

市街地に所在する県立喜多方病院跡地および県立喜多方商業高等学校跡地の利活用に関して、平成

31 年３月に「旧福島県立喜多方病院跡地および旧福島県立喜多方商業高等学校跡地整備計画基本構

想」（以下「基本構想」という。）を策定しました。 

基本構想においては、人口減少が進行する中、将来にわたり持続的に発展し続けるために、両跡地

の地域特性を生かしながら「広域圏全体を見据えた定住人口減少の抑制」を政策的目的として位置付

け、地域活力の向上を生み出す跡地の利活用方針を示したところです。 

今後、基本構想に基づき、県立喜多方病院跡地において、「ひとづくり・交流拠点複合施設」（仮

称）の整備を進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 建設位置 

新設予定地 

喜多方駅 

 



資料３ 

 

公共交通の取り巻く課題と今後の対応方針（案）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域公共交通の基本的な方針（案） 

【基本的な方針】 

 

 

 

 

【方針】 

上位・関連計画 

  

喜多方市総合計画（2017～2026）きたかた活力推進プラン 

■将来の都市像：「力強い産業 人が輝く 活力満ちる安心・快適なまち」 

■まちづくりの施策の基本方向 

大綱１：地域の特性を生かした力強い産業づくり 

大綱２：地域を支え未来を拓く人づくり 

大綱３：安全・安心、思いやりのある、人にやさしいまち・くらしづくり 

大綱４：自然との共生と元気なふるさとづくり 

社会基盤 

（４）公共交通の充実 

市民の意識・意向から見た基本的課題 
（６） 公共交通機関の利用環境への対応 

予約型乗合交通（みんべぇ号）の導入によ
り、市の公共交通カバー率（公共交通を利用
可能な人口割合）は、ほぼ 100％に達したも
のの、満足度は低位を示しています。このこ
とは、予約型乗合交通（みんべぇ号）の利用
環境が利用者のニーズから離れているため
と考えられます。 

喜多方市都市マスタープラン 

■将来像 ： 豊かで元気な農山村と活力ある生活・観光都市  

～人と自然が共生し 水と緑に輝くまちづくり～ 

■基本方針： 地域が一体となった喜多方の新たな魅力づくり／自然環境・景観の保全と 

活用地域連携の強化と市民生活の利便性向上／特色ある産業の振興と産業

活動基盤の整備／少子高齢化・人口減少社会への対応と快適な都市構造の

形成 

喜多方市立地適正化計画 

■基本方針：中心市街地と地域生活拠点等のネットワーク形成と適切な機能配置 

安心して暮らせる中心市街地の形成 

地域公共交通の課題 

 
課題①：公共交通の利用が少なく、減少傾

向に歯止めがかからない 

課題②：利用者にとって公共交通が使いづ

らい 

課題③：市民の移動において、公共交通が

選択されておらず、自家用車に過

度に依存している 

課題④： 公共交通を支える市の負担が大

きく、現状のままでは維持・確保が

困難 

課題⑤：役割が不明確な路線がある 

課題⑥：公共交通と送迎サービス等との重

複が見られ、役割分担・連携ができ

ていない 

課題⑦：様々な分野のまちづくりにおい

て、公共交通に求められる役割 

市民の日常生活を支え、持続可能な公共交通網を

目指します。 

方針①：生活で「使える」公共交通の実現 

方針②：利用実態に見合った持続可能な公共交通

の構築 

方針③：まちづくりの基盤としての公共交通へ 

地域公共交通の目標・施策（案） 

 

目標①： 市内の移動手段の利便性向上 
○予約型乗合交通（みんべぇ号）の運行内容・システム 

の改善 

○市内各所から喜多方中心部へのアクセス 

○市街地内の移動手段の確保 

目標②： 広域の移動手段の維持・確保 
○鉄道の維持・活性化 

○広域路線バスの維持・確保 

目標③： 利用実態・ニーズを踏まえた公共交通

の見直し 
○利用の少ない広域路線バスの見直し 

○利用の少ない予約型乗合交通（みんべぇ号）エリアの

見直し 

目標④： 地域・企業等と連携した積極的な利用

促進 
○利用促進ツールの作成 

○利用案内の整備 

○モビリティマネジメントの実施 

○地域（住民・団体・施設・企業等）との協働による 

取組 

市民の日常生活の移動手段として、使える・使いたいと思える

交通サービスを提供し、高齢者等の免許返納後の移動の確保

や、自家用車・送迎に過度に依存しない交通環境の実現を目指

します。 

利用が少なく、利用実態・ニーズと運行内容が合っていない公

共交通について、地域に合った運行内容・運行形態への見直し

を行い、持続可能な公共交通の構築を目指します。 

様々な分野のまちづくりを支える基盤としての公共交通とな

ることを目指します。（高齢者・障害者等の外出機会の創出、子

育て支援、教育、観光、都市計画、地域活性化など） 



 
 

今後のスケジュール（案）について 

○スケジュール（予定） 

 令和３年 11月 18日（木） 第２回 公共交通会議開催 ふるさと会館 

（調査結果と分析の確認等） 

       12月 17日（金） 第３回 公共交通会議開催 本庁舎 2階ホール棟大会議室 

（計画素案の協議） 

令和４年１月 19日（水） 第４回 公共交通会議開催 本庁舎 2階ホール棟大会議室 

              （計画素案の協議） 

２月       計画素案に係るパブリックコメントの実施 

     ３月       第５回 公共交通会議開催 本庁舎 2階ホール棟大会議室 

（計画案及び次年度実施計画等の協議） 

喜多方市地域公共交通計画の決定 
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